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生 年 月 日 
(男)昭和16年4月1日以前 
(女)昭和21年4月1日以前 

(男 )昭和 16年 4月 2日～  
   昭和18年4月1日 
(女 )昭和 21年 4月 2日～  
   昭和23年4月1日 

(男 )昭和 18年 4月 2日～  
   昭和20年4月1日 
(女 )昭和 23年 4月 2日～  
   昭和25年4月1日 

(男)昭和20年4月2日～ 
   昭和22年4月1日 
(女)昭和25年4月2日～ 
   昭和27年4月1日 

(男 )昭和 22年 4月 2日～  
昭和24年4月1日 

(女 )昭和 27年 4月 2日～  
昭和29年4月1日 

(男 )昭和 24年 4月 2日～  
昭和28年4月1日 

(女 )昭和 29年 4月 2日～  
昭和33年4月1日 

60歳                  65歳 
(報酬比例部分)特別支給の 老齢厚生年金 

(定額部分)  老齢厚生年金 老齢基礎年金 

60歳    61歳            65歳 
(報酬比例部分)特別支給の 老齢厚生年金 

(定額部分)  老齢厚生年金 老齢基礎年金 

60歳      62歳          65歳 
 (報酬比例部分)    特別支給の 老齢厚生年金 

(定額部分) 老齢厚生年金 老齢基礎年金 

60歳          63歳      65歳 

(報酬比例部分)    特別支給の 老齢厚生年金 

(定額部分) 老齢厚生年金 老齢基礎年金 

60歳              64歳  65歳 
(報酬比例部分)特別支給の老齢厚生年金 老齢厚生年金 

(定額部分) 老齢基礎率金 

60歳                  65歳 
(報酬比例部分)特別支給の老齢厚生年金 老齢厚生年金 

 老齢基礎年金 
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タイプＣ：タイプＡの加入記録をポイント方式にしたもの 
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タイプＤ：年金見込額の計算過程など、解説が詳細なもの（8ページ） 
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グループ・インタビュー発言録（2005.11.28)

参
加
者

・年齢：57歳
・住所：－
・同居：妻（専業主婦）、子供2人（大学生）
・職業：証券

・50歳を超えてから年収が下がった。

・知人の諸先輩方の年金額はかなり多いので、我々
との差に思いがいく。（1ページの支給額）

【理解度】
・こういう人はこのぐらいの年金が受け取れます、ということが言いたい
のだろう。
・報酬比例部分は個人それぞれで違うのではないか。

【表記方法】
・例示は収入が半額になった場合の他にもう１つ、無収入になった時の例
が欲しい。

【情報提供希望内容】
・昭和25年生まれの人は60歳からはもらえないのではないか？

・年齢：54歳
・住所：－
・同居：妻（専業主婦）、
　　　　子供2人（大学院、大学）
・職業：建設

・52歳の時に一度転職をし、同じ建設業で働いてい
る。50歳を過ぎて転職したので年収は相当下がっ
た。

・段階的に支給額が変わるのは非常に不合理。実母
は80歳を超えており、父は既に亡くなっているが1
人暮らしで300万近くもらっている。でもちょうど
我々の年代は数ヶ月の差で支給金額が違ってしま
う。

・１ページめ赤枠の金額にやはり最も目がいく。
・転職した時に社会保険庁のＨＰで年金額を計算し
てみた。3ページの上部のようにはっきりとわかっ
て自分で計算できるようになるといいと思う。
・明確な計算式があって、その時の状況に応じて多
少なりとも自分の年金額がわかるようになっている
とよい。もとの会社の同僚は60歳を過ぎて働いてい
るが、辞める前より辞めた後の方が支給額が3万下
がったという。年金額全体も下がっているので、掛
け金がわかってなおかつ計算式も毎年発表されると
よい。自分の額が自分で掴めるようにしてもらうこ
とは大事なことだと思う。

【理解度】
・半額と同額という対比は非常に良い。一度リストラ経験があり実際に給
料が下がっているので。支給直前にリストラに遭って給料が下がった場合
の例も載っているのは良いこと。

【表記方法】
・この例を見ると残り5年の年収が半額になってもそんなに支給額は変わ
らないのだなという印象。この程度しか差がないのなら、例をあまり細か
く設定しても意味がないと思う。現在と同額と半額の２例があればだいた
いの感じは掴めるのではないか。
・リストラや退職で企業勤めでなくなり国民年金になった場合の例も欲し
い。その情報は重要。
・昭和24年生まれの人は64歳から満額支給される。あと数ヶ月早く生まれ
ていれば私もそうだったのに。

【情報提供希望内容】
・例が２つあることは非常に良いことだと思う。もう１つ、無収入になっ
た場合を加えて３パターンあれば十分だと思う。

・年齢：54歳
・住所：－
・同居：妻（専業主婦）、
　　　　子供2人（大学生、高校生）
・職業：紙流通

・来年3月にメーカー系と会社が合併予定で慌しい毎
日。噂によると合併する会社の方が給料がいいというの
でその水準に近づけばと思っている。

・合併前に会社を辞める人がおり、年金手帳がどうなっ
ているか、その後どうするかが話題になったことがあ
る。
・手帳が配られている人とそうでない人がおり、私はま
だ手帳をもらっていない。会社によって配るところとそ
うでないところがあるらしい。番号だけはもらっている
が手帳はまだ手元にない。
・会社に50代の人間が3人いるので年金が話題になって
いるところ。会社の合併によるリストラもあり得るの
で、調べておいてもいいのではないかと思っている。今
はインターネットでだいたいの額は調べられるようなの
で。

【表記方法】
・年収がゼロになった時のことが非常に気になるので、年収が半額になっ
た場合以外に年収がゼロになった場合の例が欲しい。
・このご時世、このページに記載されている内容は大変重要。

・年齢：57歳
・住所：－
・同居：妻（パート）、子供1人（社会人）
・職業：不動産

・リストラで再就職したばかり。来年度から年収が
ガタッと減る予定。雇ってもらえるだけましという
程度の収入になる。

・Ｅさんの母親は役所務めだったから年金額が多い
のだろう。
・自分の支給額は54歳か55歳になると教えてもらえ
るのではないか。2,3年前に社会保険庁に行って聞
いてみたら、自分は教えてもらったが年下の妻はま
だ教えてもらえなかった。その時に教えてもらった
のは資料よりもっと多い金額だったと思う。ただ
し、当時の保険料をそのまま払い続けたらであっ
て、その後リストラに遭ったのできっと金額は減る
だろう。
・生活不安があるから年金通知は早く欲しい。

【この項目の重視度】
・読めばその通りの内容ばかり。
・「基礎年金」という言葉がわからない。

【表記方法】
・将来の生活がかかっているからこのページの内容は重要。
・年金は今後の生活の基礎。最低限いくら確保できるかということだから。
・60歳を過ぎてもできるだけ働けるところまで働きたいが、その場合どうなるの
か他ページに記載はあるのか？

【情報提供希望内容】
・例示は自分の場合が類推できるようなパターンで記載してほしい。
・言いたいことはわかる。主旨は通っていると思う。

・年齢：52歳
・住所：－
・同居：妻（専業主婦）、
　　　　子供2人（中学生、高校生）、親
・職業：－

・80歳を超えた親を家に引き取った。もともと都の
職員で、今の年金が年額300万以上というのでびっ
くりした。

・60歳を過ぎて働くと年額がかなり違うのだなと
思った。親の支給額を見ているだけに、この資料の
支給額を見るとガックリくる。今の若い人達はもっ
ともらえないのではないか。
・年金通知は早く欲しい。もう50歳を超えた段階で
欲しい。いつまで働けるかわからないし、働いてい
ても年収がガクンと減る可能性もある。年金額が早
めにわかればその状況に応じて将来設計ができる。

【この項目の重視度】
・単語がわからないので文章もわからない。基礎年金、老齢厚生年金、報
酬比例部分など。

【理解度】
・年収例の見込み額が１パターンだけだと誤解が生じるだろうから２～３
パターンあるとよい。そうすれば55～60歳の状況によって自分の支給額が
どのぐらい変わるのかわかるから。

【表記方法】
・55歳で年収がゼロになった場合の例も欲しい。

・年齢：57歳
・住所：－
・同居：妻（専業主婦）、
　　　　子供3人（28歳、25歳、22歳）
・職業：私立校

・一度転職の経験がある。最初は7年半コンピュー
タ会社に勤め、今の学校へ。
・妻が年上で、2月で60歳になる。年金を繰り上げ
でもらう予定のようだ。でも額はわずか。

【理解度】
・「半額の年収」を設定した理由の説明がない。同額ならわかるがなぜ半額の年
収を設定したのか根拠を説明してほしい。
・中身がわかりにくい。妻の見込書を見たことがあるので今この例を見てもなん
となくわかるが、初めて見た人には全くわからないのではないかと思う。
・もし例示するなら「半額の場合」だけでなくいくつかのパターンを例示してほ
しい。

【情報提供希望内容】
・実際に知りたいのは自分のもらえる額であって、半額の場合など根拠がないと
思う。同額の場合と年収ゼロになった場合の2例でよいのではないか。
・確かに60歳以降の年収が同額であっても半額であっても年金額はあまり変わら
ないのだということはこの例示があるからこそわかる。

資料１－５
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【理解度】
・70歳まで働く人だけが「お問合せ先」に問い合わせれば
よいのではないか。

【この項目の重視度】
・ピンとこない。
・60歳からもらえる年金はどうなるのかが明示されていな
いのでわかりにくい。65歳からのことはわかるが、60～64
歳の分がゼロなのか2割カット程度でもらえるのか全然わか
らない。

【この項目の重視度】
・訴えたい内容は枠より上の文章の部分にあるようなこと
だけなのだろう。まあこんなものだろうと思うから参考に
する程度。

【理解度】
・70歳まで働けるなんて羨ましい。現実味がない。

【この項目の重視度】
・70歳まで働くなど考えられない。現実味がない。まして
や今と同額の年収などあり得ない。
・「70歳まで同額の年収がある場合」という例示は全く現
実味がない。むしろ反感を買うかも。契約を65歳まで延長
するという話あっても結局は居づらくなり会社にいられな
いというのが現実なので。

【この項目の重視度】
・働く可能性が強いので関心がある。半額の場合と同額の
場合の比較があるのは良いこと。民間企業は厳しいので、
同額で働けるような人は少ないのではないか。

【理解度】
・我々の１つ前の世代までは70歳まで働かせてもらえた
が、今はもう現実的ではない。少子高齢化で生徒数も減っ
ているので（学校勤務）。

【認知度・理解度】
・②の68才以上のことは知らなかった。

【各項目評価】
・これは学校を卒業する若い人達に渡すべき資料であっ
て、我々に今さら渡されても意味がない。

・1年やめなくてよかったね、というだけ。では2006年や
2007年の場合はどうなるのか。

【この項目の重視度・情報信頼度】
・この項目を読んで「老齢年金」という言葉の意味を初め
て知った。なぜ「公的年金（老齢年金）」という書き方を
するのだろう。呼び方は統一してもらわないとわかりにく
い。なぜ言葉が2つあるのか疑問に思う。いろいろな呼び方
をされると非常にわかりにくい。
・メリットをうたっているのか不安を煽っているのかよく
わからない。メリットはメリットでまとめて標記した方が
よいのではないか。

【各項目評価】
・①はアピールすべき点だと思う。
・このページに記載されていることを今さら我々に言われ
ても意味がない。必要なのは1ページの情報だけ。

・2004年4月から2005年の3月まではどういう保険料を納付
するのか？「※」には「保険料を支払うことがないと仮定
して」とあるのに。わかりづらい。
・「6万円」は退職して働かない期間に払う国民年金のこ
となのか？意味がよくわからない。
・年金受給資格のある人にとっては必要な情報ではある。

【認知度・理解度】
・物価スライドによる再計算のことは知らなかった。

【各項目評価】
・保険料を払っていなければもらうことはできない。最近
のフリーターやアルバイトの人達は30歳近くまで保険料を
払っていないのに、①のような書き方だとどんな人でもも
らえるんですよというように誤解する。掛け金を払ってい
ない人はもらえないんですよということも書いた方がよ
い。
・今年は亡くなった企業戦士が周囲に多かったので「平均
80歳」という部分に非常に違和感を感じる。
・フリーターをしていながら年金ももらおうなんて甘いし
腹立たしい。親の年代の年金は我々が負担したのに、今の
若い人達は私達の分を負担してくれない。

・「下記の金額は65歳以降の年金額を想定したものです」
とあるが、退職した人間は60歳から欲しいはず。想定自体
がおかしい。

【認知度・理解度】
・国庫負担の比率は知らなかった。
・物価スライドは知っていたが68才未満のことは知らな
かった。物価スライドのことしか知らなかった。

【この項目の重視度・情報信頼度】
・国庫負担分については一般会計から出ているのか？年金
は別なのではなかったか。
・たとえ額が減っても民間と違って間違いなくもらえると
いうことはわかっている。民間の場合は会社が潰れたら終
わりだが。

・国庫負担が増えたということを言っているだけ。
・１年間の加入によって年金額が増えた状況を理解させる
ためのものなのだろうが、あえてこの資料を作る意味がわ
からない。
・たくさん年金額を払いますよと言うために国庫負担額を
底上げして見せているだけ。
・例の「2万円」が気に入らない。単なる例示に物価変動
に合わせた調整など必要ない。掛け金が増えたからでなく
違う原因で増えた場合の例示だから意味がない。
・確かに額は知りたい。でも「※」でいろいろうたわれて
いるから額が信じられない。

【認知度・理解度】
・物価スライドという言葉は知っていたが、68歳というこ
とは知らなかった。

【各項目評価】
・①は安心。
・言葉尻を捉えるようだが、②は賃金や物価は必ず上がる
のだという前提で書かれている。そこが大いに疑問。

・「2004年3月は19万円だったのが2005年3月になると21万
円」というだけでよいのではないか。

【認知度・理解度】
・若い人が減って年金を払う人が減るとどんどん年金額も減ると
いうこと。かなり金額が減りそうな印象を持つ。

【この項目の重視度・情報信頼度】
・国民年金保険料の不払いはどんどん増えており、若い人の人数
も減り、たとえ間違いなくもらえるとしてもほとんど役に立たな
いような額になっていきそう。だから消費税を上げなければなら
ないということが歴然。

【各項目評価】
・年金について抜本的な解決案が出ていないから②や③のような
内容でごまかしているように思う。本当はもっとちゃんとした解
決をすべき。

・仮に今退職した場合の正しい数字がもらえるならいい
が、本当なのか疑わしい金額なら要らない。この例示には
あやふやな条件がありすぎる。
・1ページの続きとして60歳から収入がゼロになった場合の
例示としては必要だろう。
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【表記方法について】
・退職後年金額をいくらにするためには60歳以降いくらの
年収があればよいかという例示がある方がわかりやすい。
（Ｄ同意）

【この項目・標記の評価】
・70歳まで働いた場合の例は必要ない。どれだけいっても
65歳までだろう。
・年金は当然早くもらいたい。

いな
～64
わか

【表記方法について】
・私の現状に鑑みると、70歳まで働いた場合など関係ない。必
要な人だけが問い合わせるようにしたらどうか。
・65歳までアルバイト的に働いた場合に60～64歳の間の年金が
どのぐらいもらえるのかが私にとっての必要な情報。パート
的、アルバイト的に働いた場合の方が私の現実に近く、今と同
じ状況で働いている場合というのは現実味がない。
・「働いた場合」というのは社員として働いた場合なのか？厚
生年金に入っている会社に就職していたらという仮定なのか？
そこがピンとこない。60歳以上になるといろいろな働き方があ
るので、その点がわかりづらい。正社員としてでなく週3日程度
の仕事をする場合の方が現実的。
・年金を満額もらうためにはどのぐらいの収入があればいいの
かということを60歳以降の人は考えている。

・働き続けるのと年金生活をするのとどちらの方が収入が
多くなるのか比較できるような資料が欲しい（Ａ同意）。
この4ページを見てもピンとこない。

【この項目・標記の評価】
・60歳以降の雇用形態は人によって違うのに、正規社員と
して働いている場合の例しか載っていないので非常にわか
りにくい。
・60歳を過ぎて好きな事業を起したり、パートで働いたり
と働く形態はさまざま。そのうちの１パターンしか例がな
いならむしろ何も例を載せない方がよいのではないか。少
なくとも私にとっては関係ない資料であり、そういう人の
人数が多いとすれば無駄な労力だと思う。
・70歳まで働いた場合の例は必要ない。

【表記方法について】
・ストレス社会だから我々の年代には50代で亡くなる人も
多い。そう考えると支給開始時期を遅らせれば遅らせるほ
どもらえる年数が少なくなってしまう。平均寿命は延びて
いるかもしれないが、年金はまた捉え方が別なのではない
か。年金は早く欲しいとみんな言っている。

【この項目・標記の評価】
・自分の将来設計の参考にはなる。

【表記方法について】
・掛け金をたくさん払えばたくさんもらえるというのは単
純によくわかる。
・60歳を超えると正社員でなく委託社員として週に数回働
き、厚生年金には入っていないという場合の方が多い。
・個人的にはできるだけ長く賭けて支給開始を遅くし、で
きるだけ大きな金額をもらいたいと思っている。ただし、
70歳まで同額年収というのは現実的ではない。
・早く年金をもらいたいから雇用形態を変えて欲しいとい
う人にはあてはまらない例示だと思う。できるだけ働いて
いたいと思っている自分には役立つ例示だが。

【この項目・標記の評価】
・給料というのは年金などいろいろ差し引かれた額だか
ら、どの金額が「標準報酬」であり計算対象になるのかが
わからない。
・自分の将来設計の参考にはなる。妻は既に逆算して65歳
まで働いてもらってもまだ足りないと言っているし。
・例を載せず、文章の中の「働いていれば年金が変わる」
「年金額が増減される」という部分を太字にするだけでよ
いのではないか。
・大事な言葉だけをこの資料に載せ、細かい例示やパター
ンについてはネットで自分で調べさせるようにしたらよ
い。

【この項目・標記の評価】
・在職中に亡くなったらとも思うので、年金は早くもらい
たい。うちの場合は60歳からせいぜい62歳ぐらいで仕事は
終える予定なので、その場合の計算をしたい。その計算方
法と、アクセス先を書いておいてもらう方がありがたい。

額の
で、

た
減っ

【表記方法について】
・下半分の例を見ると、いかにほとんど年金をもらえずに
働かなければならないかがよくわかる。それだけ元気に働
けるというのは実はありがたい話ではあるが。
・総受取額が収入と同じになる年齢を教えてほしい。

【この項目・標記の評価】
・必要ない情報を皆さんに送るのは無駄だと思う。多用な
ケースを例示できないのであれば、逆に一切例示をやめた
方がいいのではないか。必要な人だけ問い合わせて訊ける
ようにした方がよい。電話はつながりにくいらしいので
ネットで調べられるようにしておいてほしい。

・60歳になっても働いていれば１年でこれだけ増えます
よ、60歳までは必ず働きなさいよという内容に見える。

・「仮に今退職した場合」という言い方でなく、「あなた
の現在の年金はこのぐらいたまっていますよ」という形に
した方がよい。現在最悪でもこれだけあって、今後はこの
ようになりますと各自のパターンに合わせて通知があると
役に立つ。「これまでの掛け金がこれだけあるから現状で
はこれだけもらえますよ」という通知だけでよいと思う。
それと、60歳まであと5年間このままでいくとこうなりま
すよという指標があればそれでよい。60歳以降の様々なパ
ターンは各自が問い合わせればよい。
・個人が一番興味を持っている金額が最も重要な情報だと
思う。１ページ目の内容と、今仮にこうなったらこれだけ
もらえますよという内容さえあればよい。今あなたが厚生
年金からはずれて国民年金になったとしてもこれだけあり
ますよという書き方の方がよい。

・人のことはどうでもいい。自分のデータだけが細かく欲し
い。
・今仕事をやめたら強制的に国民年金を払わなければならない
のに、そのことが一言も書かれていない。どのパターンにせよ
掛け金は払い続けなければいけないのに。
・60歳を過ぎてからどのように年金がもらえるのかいろいろな
パターンをネット上に用意してほしい。
・加入記録と計算式さえ各自に連絡すれば、各自で計算ができ
る。今の給料はわかっても昔の掛け金など覚えていないのだか
ら、まず加入記録が欲しい。
・この調査はきっと社会保険庁が大元なのだと思う。国庫負担
だとか、国がこれだけやっているということがこれだけ記載さ
れているのだからそう思う。
・とにかく自分の数字と計算式が欲しい。いくら例が載ってい
ても自分の数字がわからなければ意味がない。
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・３ページの右上の情報はいただきたい。１ページの同額
の場合、半額の場合、ゼロになった場合、４ページの「こ
れだけの年金を受け取るためにはどうすればよいか」とい
う逆算するための情報が欲しい。
・通知は58歳でよいが、理想は55歳。

・通知方法は本人への親展で、毎年の誕生日に郵送してほ
しい。
・前提として全員に郵送で通知し、さらに情報が欲しい人
はネットで調べられるようにしておくとよい。

【Ｃ】
・わかりにくい。
・一般受けしなさそう。
・３ページ右上の枠内で前年度の厚生年金獲得ポイントが
15ポイントになっているのはどういうことか。15ヶ月分と
いうことか？

【Ｄ】
・どの案も帯に短し襷に長し。

・自分にとってはＢの１ページ、Ｄの８ページさえあれば
それでよい。

・受給資格が生じた人には当然通知をすべきだと思う。現
在ならこれぐらい、将来はこうなりますという情報は、金
を取っているのだから当然通知すべき。

・情報を見たいタイミングは人それぞれだから、そのタイ
ミングでみんなが見れるようにしてほしい。そのためには
やはりネット。
・知りたい情報についてはどんどん自分から調べたい。

【Ｂ】
・わかりやすい。
・２ページのような内容が欲しいし、１ページもわかりや
すい。老齢年金、公的年金という言葉の違いは相変わらず
わからないが。

【Ｃ】
・ポイントという言葉が良いのかどうかは別として、自分
で計算できるというのは良い。

【Ｄ】
・７ページの情報は必要だと思う。万が一の場合の情報は
もらえると嬉しいが、Ａのようにシンプルな書き方でも構
わない。

・Ｂがわかりやすい。Ｂに障害者になった場合の記載があ
ればよい。自分が生命保険をかける時の参考にもなる。子
供達にあとどのぐらい必要なのか。

【スウェーデンのオレンジレターについて】
・そういう方法が一番良い。いちいち社会保険庁に問い合
わせなければいけないというのが一番歯がゆいので。
・情報が欲しくなるのは50歳ぐらいから。今の世の中には
転職が結構あるから、そこに時代が反映されているのだと
思う。昔のように定年までいられるならそんなことも考え
なかったと思うが。

・将来設計のためには50歳ぐらいで情報が欲しい。だいた
い50歳ぐらいから考え始めるから。50歳で１回、55歳でも
う１回通知がもらえるとよい。
・地方の会社や小さな会社の人達はネットなど利用できる
環境にないから、ネットで情報提供するというのは不公
平。

・通知が来たら保管しておく。

【Ｄ】
・計算式も載っているので良いと思う。

・ＤとＢの２パターンあるとよい。

・見たい時にいつでも見れる方がいいからネットがよい。
・知りたい情報についてはどんどん自分から調べたい。と
にかく計算式と数字がわかれば、たとえネットが使えない
環境であっても自分で調べられる。

・通知が来たら保管しておく。

【Ｂ】
・金額を抜きにすれば１ページ目の表で概算はつかめる。
・あまり考えないですむ。さっと見て理解できるから。Ａ
案はじっくり読まないといけないから考え込まなければい
けない。あまり心配しない人にとってはＢのように概算が
つかめればそれでよい。

【Ｃ】
・退職金規定の改訂でポイント制になった時のことを思い
出した。

【Ｄ】
・情報は詳しい方がよい。自分は給与業務をしていたこと
があるので言葉へのアレルギーはない。

・Ｄのような詳細版とＡのような簡易版の２種類を作って
両方を全員に通知したらいいのではないか。
・権利としてどれだけの金額があるのかがわかればいいの
だからＢの１ページ目の表でよい。自分の年収に応じて詳
しくパターンを知りたい人は自分で調べればよい。

・通知はこなくてもいいからネット上には情報が欲しい。
25年を超えなければ意味はないだろうが、超えればいつで
も情報を取りに行けるように。
・ネットで調べられれば、数字をあれこれ入力してシミュ
レーションするだけでも面白い。

【Ｂ】
・年金の種類にはどういうものがあって、60歳と65歳の場
合についてどうなのかというのはわかりやすい。言葉より
このように表になっている方がわかりやすい。

【Ｃ】
・自分で計算するにはしやすいが、金額が知りたい人には
向かないだろう。

【Ｄ】
・自分としては情報は詳しい方がよいが、一般的にはもっ
と要点をわかりやすくまとめた方がいいだろう。

・１枚にＢの１ページのような結論を書き、「詳しくは○
ページ参照」として８ページぐらいの資料をつけたらどう
か。

・興味のある人は社会保険庁へ行くが、混んでいるし働い
ていると行きにくい。やはりネットで調べるための手段を
用意しておいてほしい。
・25年間払った人に対しては当然通知の義務があると思
う。金を取っているのだから。その情報がネットで取れる
ようになっていると便利。

・条件が変わらなければ通知を見たいとは思わない。退職
や転職のタイミングで見たいので、見たいタイミングは人
それぞれ。
・社会保険庁に電話で問い合わせてもいいのだが、何しろ
つながらない。だからネットで調べられるとよい。

【Ｂ】
・妻の見込み表で見たことがある。それを見て気になって
社会保険庁へ実際に行ったから、興味を持たせる効果はあ
ると思う。もっと詳しく知りたくなる。

【Ｃ】
・年金にポイントという言葉を使うことの良し悪しは別と
して、計算はしやすいと思う。

【Ｄ】
・私はこのように詳しく載っていればいるほどありがたい
が、人によっては抵抗を感じるだろう。

・妻もそうだが、普通の人にとってはＢがありがたい。表
になっている方がわかりやすいので。
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・一目見て生活が厳しくなるのだと思った。
・これがもらえる最低金額なのかどうかわからない。
ここまでの金額が本当に出るのかという穿った見方も
してしまう。

・2，3ページ目のように老齢年金などの見込み額が記
載されていると、生保の払いすぎなどの見直しのきっ
かけになる。

・年齢：48歳
・住所：東京都
・同居：妻、大1息子、中2娘
・職業：金融

【年金および通知について思うこと】
・身近な話題であるにもかかわらずいく
らもらえるのか全くわからないので勉強
という意味合いもあって今回の座談会に
応募した。

・63歳から老齢厚生年金がもらえるとは知らなかったが、そういうも
のがもらえるということは新聞で読んだことがある。

・こういう通知が来るものなのか？まだ一度も見たこ
とがない。
・60歳近くになり働く気もいまいちなくなってからこ
ういう通知が来ても取り返しがつかない。今ならあと
十数年あるので、そのうちにそのぶん稼いでおこうと
いう気持ちにもなれる。

・3ページの公的年金加入記録に最も注目する。毎月
払っていてもう20年近くになるのにこれまで全く気に
していなかったので。履歴とともに結果としていくら
もらえるのかという金額だけわかればよい。
・払えば払った分だけもらえる額も多くなるのか？565
万が600万だとしたらもらえる金額も多くなるのか？

・年齢：48歳
・住所：東京都
・同居：実母、妻、中3息子、中1娘
・職業：コンピュータ関係／開発

【年金および通知について思うこと】
・公的年金についてこれまでほとんど気
にしていなかったが、だいぶ年もとって
きたので少し気になり始めた。提示資料
を読んでも知らないことばかり。

・　囲みの下の小さい文字の注意書きの意味がわからない。64歳まで
は老齢厚生年金のみ、65歳以降は老齢基礎年金と老齢厚生年金の合計
額ということは、65歳以降は老齢厚生年金額が減るということではな
いのか。減るなら減るとはっきり書いてほしい。
・老齢基礎年金と老齢厚生年金の違いがわからない。
・年金が2階建てになっていることは知っている。厚生年金に会社で
入っていればその2階部分がもらえる。
・「老齢」が余計。「老齢」がつくと厚生年金も基礎年金も同じに見
えてしまう。
・年金が2階建てになっていることは知っているので、それを図か何
かで書いてもらいたい。この書き方では65歳から厚生年金部分が下が
るというのを隠しているように思える。

・これだけの金額では生活できないと思う。

・年金は払った分だけ返ってこないというのが前提と
してあるので、1ページの金額が一番気になる。やはり
取られっぱなしで終わるのだろうなという印象。

・年齢：47歳
・住所：横浜市
・同居：妻、娘（高2、中2）
・職業：電気メーカー／経理

【年金および通知について思うこと】
・このご時世なので自分の将来いつ何時
倒れたりリストラになるかわからない。
その場合にどうなるか考えておきたい。
・父から年金生活は苦しいと聞いた記憶
もあったので、実際自分はどうなのか気
になり今回座談会に参加した。

・アジャストが入る可能性があるという意味で物価スライド制にはポ
ジティブに捉えた。マイナスの場合にもある程度は緩和措置が取られ
て救済されるのではないかと思うし、どうせまたインフレに転じて物
価が上がるのだからそれが考慮されているのだと思う。増える可能性
もある。
・読み始め時点では65歳からは厚生年金に加えてもっともらえるのだ
と思ったのに、読み進めていくとあまりに少ししか増えないのでがっ
くりきた。
・今私達は「厚生年金保険料」が給与から控除されているが、それが
支払われる時にはいきなり「老齢厚生年金」という名前になるのか？
それを今初めて知った。それなら最初から給与明細にも「老齢厚生年
金」と書いてくれないと。

・その年齢になるとこういう通知が来るということ
か？基本的に年金を受け取れる年齢になれば金額が分
からないと困るので当然送られてくるのだとは思う
が、身近に目にしたことはない。
・今から金額を見ておけば、将来に向けてそれまでの
間に貯めておくことができる。
・47歳男性の例であり配偶者は含まれていないので、
配偶者が同年齢であればこの2倍の額になる。また、子
供が高校生だと仮定すれば年金をもらう頃にはもうい
ない。今この通知がくれば準備が間に合うが、58歳時
点で来られても間に合わない。受け取る10年ぐらい前
に通知が来てくれれば準備もできるが。
・決められた期間の払い込みが終了した人にはその時
点で通知が来てほしい。

・気になるのは1ページの金額。仮に今退職したらどう
なるのかという目で見ることができるから。

・年齢：48歳
・住所：神奈川県
・同居：妻、中3息子、小6娘
・職業：商社／海外営業

【年金および通知について思うこと】
・この年になり、なるべくこのような
フォーラム的なことに社会参加したいと
思い始めた。たまたま年金というホット
な話題でもあり参加した。年金にそれほ
ど興味があるわけではないが、あれだけ
騒がれた話題でもあるので。

・見込み額が物価に応じて増えたり減ったりということは、増えるケースもあ
るだろうと思う。あまり期待はしていないが、まあこんなものなのだろうと思
う。
・ネガティブな点は配偶者の年金額を含んでいない点。配偶者には配偶者で通
知が来るのだろうが、できればもらえる総額を知りたい。
・増えたり減ったりするということはデフレで得をし、インフレの場合は上昇
のスピードに追いつかないのだろうなと思う。まあしょうがないのだろうと開
き直って捉えている。
・これは老齢基礎年金部分、これは老齢厚生年金部分と一目でわかるような数
式で表示してくれた方がよい。結果として増えているのだからいいのかなとな
んとなく読んでしまったが、もうちょっと数式化してほしい。
・働いていた時に厚生年金控除されていたのを返してもらえるのがこの部分で
すよ、誰もが納めなければいけないのはこの部分ですよともっとわかりやすく
書いてもらえれば納得する。でもこの書き方では結局どこで払った分がどこへ
行ったのか全然わからない。もともと60歳から支給されるはずだったのが65歳
に延びてしまったことから始まっているので、それに該当する我々にはもっと
わかりやすく説明してほしい。うまくごまかされているような気がする。
・通知など年に1回か数年に1回しか来ないのに、それを見て理解できないよう
ではだめだと思う。

・この金額では少ないなと思う。積んだ分だけ戻って
はこないのだなと。

・1ページの金額が最も気になる。こんなに少ない金額
なのかと思って。

・年齢：45歳
・住所：埼玉県
・同居：妻、小5、小3、未就学児
・職業：電気メーカー

【年金および通知について思うこと】
・企業年金や公的年金について情報が得
られればと思って今回の座談会に参加し
た。

・物価スライド制に応じて変額するのはやめてほしい。年金は相互補
助だが、学生など年金に加入しないし加入率も減っているので我々が
もらえる額が心配。物価スライド制でなく最低額は保証してもらわな
いと生活が立ち行かない。
・報酬比例分は63歳からもらえ、みんながもらえる老齢基礎年金は65
歳からもらえるのだろう。
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・パターンをもう１つ加え、同額と半額の間に7～8割
程度の収入になった場合を加えてくれれば自分なりの
金額を算出できるのではないか。
・こういった情報を提供してもらえるならそれに越し
たことはないが、社会保険庁が支給の10年前、10数年
前から実際に情報を出す意志があるのか疑問。40代や
もっと若いうちから情報を提供すれば年金問題に対す
る関心も高まるのではないか。

・この情報の重要度…情報を知りたい人については
ネットなどで情報を知ることができるようになってい
れば十分。

・老齢厚生年金は今63歳からもらえるのであって、数
年後には65歳に引き上がっていく。だからこの通知の
発送時期によっては「63～64歳」「65歳以降」という
例示が誤解を招く可能性がある。

・②の最後の2行「ただし年金財政を健全化してい
る～」の部分については、増えることはないだろう
と思うのでなんとも言えない。

・ここにある平均寿命はまあこのぐらいだと思う。
父親も80歳を過ぎてまだ元気だし、自分も80歳まで
生きるだろうと思っている。

・本人負担と会社負担が半々だとわざわざ書くとい
うことは今後何か展開があるのかなと穿った見方を
してしまう。今後比率を変えることを考えていると
か。だから書かない方がよい。

・過去に自分がいくら掛け金を払ってきたかを知りた
い。
・できれば加給年金のことも記載してほしい。妻がい
る場合とか子供が扶養からはずれた場合とか。

・この文章の作成方法からすると、今ぐらいの年齢をピーク
としてだんだん年収が下がることを前提としている。でも今
年金をもらっている人達の世代はこのぐらいの年齢からまた
さらに年収がアップしたもの。増えた場合のパターンも例示
してくれれば、年収が落ちた場合と増えた場合の計算をする
ことができる。

・この情報の重要度…送られてくればそんなものかと思う程
度の情報。わざわざ年1回送ってくる必要はないが、こちら
から訊いた時には教えてほしい。しかもなるべく簡単に訊け
るところで答えてほしい。
・なるべく早く仕事をやめたいとは思っているので、いつ頃
から黙っていてもお金が入ってくるようになるのか計算はし
ていた。年金問題が騒がれた時にネットで調べ、もらえる額
はこのぐらいだな、ということはこのぐらいまでは働かなけ
ればいけないなとシミュレーションしてみた。
・わざわざ全員に通知しなくてもいいから訊いた時にはすぐ
に教えてほしい。正確でなくてもいいから。

・自分は63歳からしかもらえないという前提で資料を見てい
るので誤解はしないが、全く前提知識がない人がこの通知を
見るとなぜ63歳なのか、65歳からというのは何なのかわから
ないかも。
・この通知は60歳で働かなくなるという前提に立っている。
61～62歳はどう過ごせばいいのか疑問に感じる人もいるか
も。貯金で暮らせということなのだろうが。

・「63～64歳」の部分を繰り上げ支給と誤解したりは
しない（全員）。

・年収が増えるパターンはないのか？増えても関係な
いのか？
・例が2つだけだと自分がどこのパターンにはまるか
考えにくい。同額を維持した場合はわかるが、現実に
は徐々に落ちていったり増える見込みがあったりと人
それぞれ違う。もう少し細かく75％とか125％などで
も計算してくれた方が、より自分に当てはめやすい。

・この情報の重要度…送られてくるならそれもよい
が、インターネットで調べられてもいいかも。年金番
号を入れると加入記録が表示され、さらに今後の収入
予定を入力すると年間年金額が出てくれるとよい。そ
のぐらいのシステムは作れるのではないか。

・この通知を見る限り、63歳までは働かなくてはいけ
ないということだろう。

・③の「3分の2が保険料で3分の1が国庫負担」につ
いては知らなかった。3分の1が税金や国債などで賄
われているとわかったのはちょっとためになった。
・働いている人から月々引かれているものが老人の
年金に充てられるのは構わないと思っている。だか
ら3分の1を税金や国債で賄うのでなく全額賄えばい
いじゃないかと思う。それは老人に対してすべきこ
とだと考えている。若い者が年寄りの面倒をみるの
は当然のこと。

・自分の寿命は70歳だと思う。あまり長生きしても
子供に迷惑がかかるし。

・本人負担と会社負担が半々なのはみんな知ってい
ることなのでわざわざ書かなくてもよい。
・会社側が半分負担してくれていない場合はもらえ
る年金額が減るのか？
・我慢してあと1年働くと年間6万円増えるというこ
とだが、6万円程度ならやめた方がいいような気がし
てしまう。

・物価が上がるとインフレ率か何かの係数で常に比
例するというならわかる。でも「ただし抑制される
場合があります」について誰がどういう係数をもっ
て抑制するのか全くわからないし、いつ何時急に抑
制されてしまうかもわからない。

・私の寿命は70歳ぐらいだと思う。男性が76歳とい
う平均寿命なら、女性は90歳ぐらいまで生きそう。
・平均が76歳ということは、80歳以上生きている人
も多いのだなと思う。

・会社と本人が本当に同額ずつ払っているのだとす
れば、本人負担額だけを書いて最後に1行「それと同
額を会社が払っています」と注意書きを加えればそ
れでいいのではないか。
・今退職しても65歳まで年金をもらえないのだとし
たら、目の前にニンジンをぶら下げられただけ。25
年経過後は貯金を取り崩して生活しなさいと言われ
ているようなもの。
・3分の1が国庫負担で3分の2が自分達の負担である
と2ページで言われているのに、3ページを見ると10
分の1しか負担していないように見える。仕組みを説
明された後にこれを見るとインチキな数字に見えて
しまう。

・結局ポジティブな内容は一生受け取れるというこ
とだけ。

・自分の寿命は70歳だと思う。父も70歳で死んでい
るし。70年も生きればそれでよい。そこから先はお
まけと考えている。
・現在47歳の人の平均余命があと32年と計算で出せ
るなんてたいしたものだなと思う。でも自分が思っ
ていた寿命とはだいぶ違うので困ったものだと思
う。70歳ぐらいまでしか想定していなかったのにあ
と10年あるとなると、少ない金額で生きていかなけ
ればならない。

・一般的なサラリーマンなら会社と半分ずつの負担
だが、ごく一部の会社では会社が負担していない場
合もある。だから公的機関が出す通知としてはわざ
わざ半々であると記載すべきなのだろう。自分のい
た会社は払ってくれていなかったということを発見
できたりもするし。そのために25年間経過している
のに足りないという場合も出てくる。
・自分にとっては本人負担、会社負担を分けて書く
必要はない。
・300ヶ月に達すればこれだけの金額は保証されるわ
けだから、会社に対して「もう引かないでくださ
い」と宣言して全く払わずに受給を待つということ
もできる。

・受給資格のある人に対しては3分の2ぐらい国庫負
担し、3分の1は積んだ人のためにキープしておいて
ほしい。よけいな予算は削って老齢基礎年金の方に
回してほしい。

・自分の寿命は70歳だと思う。このストレス社会で
そんなに長生きはできない。
・平均寿命79歳というのは思っていたより長い（Ａ
意外全員）。

・これを知って何になるのか。
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・働けるならずっと働きたいというのが本音。年収
が増えることは考えておらず、半額でもよい。健康
維持等のために働けるだけ働きたい。
・このぐらいの年齢になると年収のようなステイタ
スはもう要らなくなっているのではないか。健康で
働けていればそれでよし、と。

・自分がこの4つの例のどれに当たるのかはわかり
づらい。

・47歳ぐらいの時点で自分がどのぐらい払ってい
るかというのは社会保険庁に問い合わせればわか
るのか？個人情報の問題もあるので、自分から
ネットで調べることができるようにしてほしい。

【最も役立つ情報】
・3ページの情報があれば他は要らない。

・60歳を過ぎても働く場合の例が載っているのは
良いことだと思う。
・70歳まで収入が落ちないなんてサラリーマンに
はほとんどいない。しかも保険料を払いながら働
くよりは、払わずにそのぶんを貯めて70歳以降に
年金を受け取りたい。
・60歳を超えて一度退職して自分で事業を起こ
し、国保に加入した場合の例も欲しい。

・自分がこの4つの例のどれに当たるのかはわかりづらい。
ただ、60歳で定年という前提で半額で65歳まで働くと計算す
ると、36万円の半額を払いながら39万円もらえるのだから少
しはプラスになる。
・4ページ全体がネガティブな印象。一体何が言いたいのか
わからない。ごちゃごちゃと文章で書くよりグラフか何かに
してほしい。
・情報としてはこれでよいが、この情報自体の必要性をあま
り感じない。あまりにも自分でシミュレーションしなくては
らない部分が多すぎて、結局何がどうなのかわからない。そ
れよりはお問合せ先をもっと詳しく表示し、どうすれば知り
たい情報を得られるのかわかりやすくしてくれた方がよい。
・このページのパターンに自分が当てはまらないわけではな
い。でもどうせ65歳定年まで引っ張らないと年金は破綻する
から、国から企業に対して65歳までは定年にさせてはだめだ
ということが言われるだろうし、そこそこの給料で派遣社員
として働き続けてもいいというシステムにもなってくるだろ
うと思っている。

・この通知は自分の役には立たない。これを全国
民に配ると知ったら、ああまた無駄な税金を使っ
ているなと思うだけ。年金手帳を持っているのだ
から、その番号でネットなどでアクセスして情報
を得てくださいという記載だけでよいと思う。

・自分は65歳まではちゃんと働いていなさそう。半額の年
収も危ぶまれる。60歳以降で保険料を払っても行って返っ
てチャラになってしまうかも。
・同額の年収で60歳以降頑張って働いても何もご褒美がな
いようだから悲しい。なぜ半額の年収で働いている人より
もらえないのか。こうなるともう年金ではなく社会保障や
生活補助金のような感覚。年収800万で保険料を取られて
いる人が何ももらえず、半額しか保険料を払わずに働いて
いる人が3万もらえるなんておかしい。3万あれば1杯飲み
にも行ける。上の文章を読んだ時は払えばもらえる額も増
えるというから喜んだのに。
・年収同額と半額では65歳以上の年間差額が40万程度。保
険料を倍額払い続けているのにそれだけの差とはおかし
い。
・うちの町内会を見ても65歳で働いている人が何％もいる
とは思えない。嘱託や顧問の場合など実社会の近似値が例
示されていればわかるが、年収同額という例は現実的でな
い。
・自分のいる会社の施策を見ていると、どんどん退職させ
て嘱託や契約社員へと移行している。その中で60歳以降年
収同額というのは現実的でない。

・一律でこんな通知をもらっても自分がどうなのかわか
らない。過去の加入実績に基づいていくつかのパターン
が例示されていればそんなものかなと思えるかもしれな
いが。
・パターンが漠然としている。半額というのも極端だ
し、同額というのも現実味がない。
・47歳の時点で「あなたが65歳まで働いた時」と言われ
ても想像できない。60歳になった時点で「あなたの場合
はこうですよ」と具体的な金額の通知がくる方が親切。
・自分の年金番号さえ知らないのにこんな漠然とした通
知がきてもわからない。
・たった3つのシミュレーションで同額や半額の場合が
細かく書かれているより、同額と半額の場合の金額を１
つ書いた下に計算式を書いておいてほしい。同額の例も
半額の例も役に立たないので。
・計算式が簡単ならよいが、甲表のＡをここに、乙表の
Ｂをここに当てはめて…というようなお役所式の複雑な
計算式だとまたわからない。

・2行目の「年金額が増えます」という部分はポジ
ティブ。「ただし減額される場合があります」はネ
ガティブ。
・半額の場合と同額の場合の2パターンがあるのは
よいとして、年齢的に70歳まで働く気はない。63歳
や67歳など年齢のパターンがもう少し欲しい。70歳
まで働くなど自分の場合はあり得ない。
・自分はできれば年収を同額維持するかもっと稼げ
るといいと思っている。70歳までは働かないから下
の枠は見ない。65歳まで年収を同額維持しながら働
くと年金はもらえず、半額だと年金がもらえるのだ
なという程度の感覚。現実には65歳で今の年収を維
持するのは難しいだろうから、上の枠のアに自分は
当てはまるのだろう。

・年金の計算方法が全然わからないので、まず計
算方法を知りたくなる。なぜ65歳まで働いた場合
に227万円になるのかもわからないので。
・結果の金額は全然要らなくて、むしろ計算方法
だけが載っている方がいいかも。

【最も役立つ情報】
・3ページの加入記録。
・1ページの計算は事実ではないから役に立たな
い。通知は確定している金額や数字だけでよい。
あとは計算方法さえ教えてくれれば自分で計算す
る。

・高校や短大卒だと、48歳なら既に25年以上払って
いることになる。資格が生まれた時点で教えてくれ
なければおかしいと思う。
・会社の人事には社会保険台帳があるはずなので、
わざわざ社会保険庁にまで問い合わせなくても自分
の払った額はわかりそう。社会保険庁がわざわざ全
員に対して通知を出すより、企業に対してそういう
数字を出させた方がよほど経費節減になる。

【最も役立つ情報】
・将来給料が同額の場合とか半額とかいう例示よ
り、今退職した場合にどうなるかの方がよほど役立
つ。

・転職する時は年金手帳を持って移る。知りたいの
は自分が25年という期間を満了するのがいつなのか
ということだから、完了した人に対してはその時点
で通知してくれればありがたい。実際には通知はし
てくれなくてもいいからこちらからアクセスすれば
調べられるようにしてほしい。今はそれすらできな
い仕組みになっているので。
・自分の場合は年金問題が盛り上がった時にぼんや
りと自分のもらえる額をシミュレーションしてみ
た。

【最も役立つ情報】
・通知内容は「あなたは受給条件を満たしていま
す」ということだけでよい。それと今辞めた場合の
最低保証額さえあればそれで十分。

・自分がどれだけ払ったか、低い年齢でも問い合
わせればわかるようにしてほしい。

【最も役立つ情報】
・まず1ページ。
・加入月数とその期間の収入の情報が欲しい（3
ページ）。
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【Ｂ】
・Ａよりはわかりやすい。ちゃんと２階建てでわかり
やすく記載されているし、みんなが知りたいようなＱ
＆Ａもある程度記載されているので。

【相対評価】
・資格が生じた段階で一目でわかるＤが送られてくる
とよい。ただし１ページ目はＢタイプに差し替えて。
次に受給間際になってもっと詳しい通知をくれるとよ
い。
・受給資格が生じた年から毎年送ってほしいとは思わ
ない。ＨＰにアクセスすればいつでもわかるという仕
組みさえ作っておいてくれればそれでよい。

【Ｃ】
・「標準報酬657万の人が１ポイント」とあるが、何を
もって1ポイントとなるのか換算基準がわからない。
・これに併せて自分でポイント計算できる計算式も送
られてくるのか？特に厚生年金のポイントがわからな
い。

【相対評価】
・ぱっと見てわかりやすいＢタイプを一般に配布し、
もっと詳しいことを知りたい人は問い合わせれば別途
Ｄタイプがもらえるという仕組みにするとよい。
・Ｂは50歳ぐらいでもらいたい。できれば今すぐにで
ももらいたいが。今の年齢から毎年送られてくるとい
いと思う。通知はとっておくし、もっと知りたければ
問い合わせてみる。

【Ｂ】
・１ページめの金額が見やすい。理由はともかく63歳
からはいくら、65歳からはいくらと金額がわかりやす
くなっている。細かい説明は後からゆっくり読めばよ
い。

【Ｃ】
・ただでさえわかりにくいものをポイント制にしてさ
らにわからなくしたという印象しかない。

【相対評価】
・見やすさにプラスして、こまごましたことを知りた
い人には知らせてあげるというＢ＋Ｄタイプがよい。
・自分はＤをもらっても１ページ目しか見ないだろ
う。

・とにかく受給資格が生じた時点で通知が欲しい。資
格が発生したということを知りたいので。

【Ｂ】
・急に「国民年金」という言葉が出てきている。国民
年金は自営業者が自主的に納付している年金だと理解
しているので、なぜ自分に関わってくるのかわからな
い。
・65歳からは今度は「老齢基礎年金」という言葉が出
ており、私は上の13万9,000円しかもらえないのかなと
思ってしまう。

【相対評価】
・受給資格に達した時に「あなたが今辞めた場合の」
という通知（Ａの３ページめ）をもらい、実際に受給
年齢が近づいた時にＤをもらうとありがたい。受給年
齢までにまだ何年もあるのに詳細な通知をもらっても
わからない。いずれにせよ63歳まで待たないともらえ
ないのだし。

【Ｂ】
・言葉がわからない。「特別支給の老齢厚生年金」と
は何のことなのか。

【Ｄ】
・ここに書かれているような内容を全然知らないので
自分にとってはＤがよい。仕組みも全然知らないの
で、こういう詳細なものを送ってもらった方がよい。
・Ｄの１ページ目をＢタイプにしてくれるとよい。

・金額は別として、仕組みや計算式自体に嘘はないの
か？それならＤが欲しい。詳しく読んでみたい。
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・年齢：53歳
・住所：神奈川県
・職業：建設
・同居：妻、娘2人（社会人、大4）

【年金および通知について思うこと】
・年金には非常に興味がある。今まではあまり意識し
ておらず、ふと思うと給与明細に厚生年金の記載は
あっても頭の中に残っていない。将来的に自分がいく
ら受け取れるのか意外と無頓着だったがこれから気に
なってくるだろう。
・自分が死んでお金の入る生保についても生きている
うちに受け取れるものへと見直しているところ。

・定年は65歳まで延びると思うので60歳よりは65歳以降を考
えるのは妥当。また、65歳で年収が半額になるというのはシ
ミュレーション的におかしくはない。今の企業の考え方に
合っている。
・実際はこんなものなのだろうが、年齢と年収ベースとで
もっと細かい試算表が送られてくるイメージがあった。その
中から自分に当てはまる数字を探すのだと思っていた。
・現在58歳で送られてくる通知はこの資料に似たようなもの
なのか？

・年齢：52歳
・住所：埼玉県
・職業：印刷
・同居：妻　（子供2人は独立）

【年金および通知について思うこと】
・厚生年金をどのぐらいもらえるのか詳しくは知らな
い。
・若い頃から年金は自分で用意した方がよいと親から
言われていたため、自助努力として30代後半から年金
保険に入っている。その金額については把握している
が、厚生年金をいくらぐらいもらえるのか知りたい。
・60歳で退職すると住宅ローンがあと5年残ってしま
う。60歳以降も働くとは思うがどうなるかわからない
のである程度の金額は留保しておきたい。

・年収が現在の半額になった場合の数字がなぜ出ているのか理
由がわからない。逆にいえば半額になるだろうが覚悟しろと言
われているよう。
・算定のもとになる数字がない。あなたの年収はいくらで保険
料がいくらだからこうです、と。
・58歳で知らせてもらっても遅い。もっと早く知らせてもらわ
ないと困る。
・ＨＰを見ると算出方式が出ているが、そのもととなる数字が
この通知には載っていない。

・年齢：55歳
・住所：東京都
・職業：電気メーカー
・同居：妻、娘2人（浪人、高1）

【年金および通知について思うこと】
・父も祖父も同じ脳溢血で40代後半で亡くなってお
り、母に大学を出してもらった。結婚も遅かったた
め、40代後半から生きるにしろ死ぬにしろどう家族を
支えていくかを考えるようになった。
・生保の見直しもしている。生保には若い頃から漠然
と入っているが、自分の手元に流動資金があれば保険
など実は要らない。
・父や祖父が死んだ年を越えてまだ生きている自分と
しては将来を考えなければいけない。年金を頼りにし
て生きるより、今後働ける時間と仕事をやめた後どう
生きていくかを考えている。資産運用もし、失敗もし
たが自力で自分を支える基盤を作りたい。でもまだで
きてはいない。老後の生活の足しになるぐらいは確保
したい。

・電気会社では56歳での役職定年制が導入されており、それ
以降の年収は6割ぐらいにしかならない。だから半額という想
定は妥当だと思う。
・気になるのは1ページ目。2ページ目以降はそのバリエー
ションだと思う。
・年収が半額になっても65歳まで働ける人はむしろ幸運だと
思う。

・年齢：56歳
・住所：東京都
・職業：航空機部品メーカー
・同居：妻、社会人息子、大4娘

【年金および通知について思うこと】
・年金についてはあまり詳しくない。ここ1,2年騒がれ
ているから気には留めているのだが。
・5,6年前、実際どのぐらいの金額をもらえるのか社会
保険庁に問い合わせた後輩がいる。でも自分はずぼら
なのであまり気にしていなかった。最近は騒がれてい
るから問い合わせればわかるのだろうが、金額を聞い
て少なさにがっかりするかもしれない。
・リタイア後に年金だけで生活できるような社会では
なくなっている。何か収入を得る方法を考えないとだ
めなのではないかと思っている。もちろん厚生年金も
もらうが、それよりも今後の生活のためにどう収入を
得るかを考える方が先だと思っている。

・自分1人ならこの金額でもいいだろうが、家族がいるとなる
と贅沢しないとしても足りない。
・65歳になって役職からはずされれば収入はある程度減るが、
うちの会社なら半額にまではならない。3ページ目は60歳以降
も働いた場合についての記載。
・自分は年齢的にもらえる金額がもう決まってしまっている。
この先払う金額もたかが知れている。これから年金を増やす努
力ができるわけでもない。

・年齢：50歳
・住所：神奈川県
・職業：教育、人材紹介
・同居：妻、高2息子、中2娘

【年金および通知について思うこと】
・公的年金だけでは足りないと思うので個人年金も多
少やっている。
・気になるのは年々支給年齢が引き上がっていること
で、実際我々は何歳からもらえるのかという不安がな
くもない。
・提示資料で一番気になったのも金額の部分。各ペー
ジに記載されている数字が気になる。
・今は退職金もどれだけもらえるのかわからない時
代。退職したらこういうことをしたいという夢もある
が、実際には程遠い。ローンもあるので60歳を過ぎて
も働かなければならないだろうと思う。

・もう少し具体的に「あなたの場合はいくらです」という金額
が通知されるのかと思っていた。
・この資料に出ている数字は仮定の数字なので、これをもとに
どう自分の場合を想定すればよいのかわからない。
・通知は積極的に欲しいと思う。

・年齢：50歳
・住所：－
・職業：セキュリティ
・同居：妻、息子2人（大学生、高3）

【年金および通知について思うこと】
・私は保険バカで、薦められるがままに入ってきた。
50歳を機に整理してみたら生保に10本以上入ってい
た。知人の女性に整理を頼んだらこれは大変だと言わ
れ、50歳で終わる保険もあった。
・会社が４０１Ｋを導入し、退職金が自己責任になっ
た。生保もよくわからないし退職金もどうなるかわか
らないので頼りになるのは年金だけ。なのにいくらも
らえるのか全く知らない自分に気づいたところ。

・まず1ページ目の金額が気になる。最初は1ページ目の数字に
しか目がいかなかった。
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・厚生年金と公的年金の2種類があり、老齢基礎年金の
方の支給年齢が上がっていっている。それをみんな認
識していますよね、ということも言いたいのだろう。
・見せ方としては、まず年収が今と同額の場合があっ
て、次に半額の場合を示した方がよいのではないか。

・配偶者の分も含め、世帯でいくらもらえるのか知りたい。
・実際の世の中の動きからしてこういうパターンの人もいる
だろうという想定でこの２パターンがが示されているのだろ
う。こんなこともあり得るということをわかっておいてくだ
さいという意味合いなのではないか。
・過去の実績に現状をプラスしてのシミュレーションなのだ
ろう。メインは年収が現在と同額の場合の数字だけでよいと
思う。その下に「ただし収入が減る場合はこうなります」と
いう説明があればよい。いきなり２つのパターンを見せられ
ると混同するしわかりにくい。現在と同額の場合と半額の場
合は同列に考えるべきことではないように思う。
・老齢厚生年金、老齢基礎年金について復習してみたくな
る。
・図があるとわかりやすい。

・必要情報は十分ではない。試算式
がほしい。

・制度に沿った説明書が一緒に送られてくればよいと
思う。
・年収が同額の場合、半額の場合というパターンは妥
当だと思う。半額になっても年間12万しか違わないで
すよということが説明されており、事前アナウンスと
しては妥当な通知だと思う。
・今の年収をもとに算定されていることに違和感はな
い。
・この２パターンを見れば、どのぐらい収入が変わる
と年金の額がどのぐらい変わるのかという見当がつけ
られる。逆に半額になっても支給額がそれほど変わら
ないことがわかり安心。わかりやすい。
・少なくともここに出てくる用語が全て理解できるよ
うな説明資料が添付されるべき。

・必要な情報は「いくらもらえる
か」に尽きるし、必要な情報は全て
記載されていると思う。

・うちの会社では50歳以降は年収が減る。そういうこ
とを前提として半額というパターンを載せているのか
なと思うが、半額というパターンを出したバックグラ
ウンドがわからない。
・年収が半額になっても支給額に大差がないから、一
生懸命仕事をしなくても半分の年収で楽をしながらそ
の先の人生設計を考えてもいいかも。
・この通知は55歳以降の人に毎年送られてくるのか？
54歳までは現実に積み立てた額があるから、その額を
ベースにしてシミュレーションしたということ。少な
くとも90％程度までは積み立ててあるわけで、その数
字をもとに。

・それなりの根拠があるので信頼できる通知だと思
う。
・老齢基礎年金や老齢厚生年金など何がどう違うのか
わからない人もいると思う。その説明はこのページに
載せる必要はないが。自分は特に混乱はしない。スッ
と頭に入ってくる。

・年収が同額の場合、半額の場合の
他、収入が増えた場合の例も欲し
い。
・年収が半額になってもあまり支給
額が減らないのだなという安心感は
持てるが、逆に年収が増えた場合に
どのぐらいプラスされるのかも知り
たい。その幅をグラフや図で示して
もらえるとよい。

・54歳までの加入記録というのは正確な数字が出てくる
のか？それは嬉しいと思う。
・一家でいくらという意識だし個人宛に送られてくるも
のなので、配偶者も含めた数字にしてくれた方がよい。
・支給年齢が段階的に上がっているが、現在55歳の人は
本当に60歳からもらえるのか？

・3分の1が国庫負担というのは不安。赤字国家な
ので。

・父がまだ生きているので自分の寿命は80歳ぐら
いかなと考えている。80歳ぐらいが妥当だと思
う。平均寿命はわざわざ書かれていなくてもよい
と思う。
・ある日突然死ぬのは想定外と考えるとやはり自
分は80歳ぐらいまで生きそう。

・②がよくわからない。68歳という数字が突然出てきて
その説明がない。現役世代の賃金の伸びと物価の伸びに
分けている理由もわからない。変動するのはよいが、そ
の変動の基準がわからない。③を読めば老齢年金が現役
世代の賃金に連動するのはわかるが、68歳で分ける理由
がわからない。
・②の「賃金や物価の伸びに合わせてスライド」はポジ
ティブ」。「伸び」という言葉には上がるイメージがあ
るから。でもそのすぐ下に「下がる場合」とあり、それ
はネガティブ。一番言いたかったのは下の2行なのだろ
う。
・平均寿命についてはあまり深く考えずに読み進めてし
まった。これを読んだからといって人生設計を考え直そ
うとまでは思わない。意図を深読みすれば、みんなこん
なに長く生きるのだから支給額が下がるかもしれないよ
と言っているようにも思える。

・一生受け取れるというのは安心。
・平均寿命を認識していようがいまいが支給額は
変わらないのだから、寿命をわざわざ書く意図が
わからない。不要。

・これまでの年金は物価スライド制で、物価が上
がったぶん支給額が上がったのだと思う。でもこ
れからの年金は物価スライドではないと理解して
いる。どこから聞いた情報なのかは忘れたが。
・寿命は結局自分1人の問題なのだからわざわざ書
かなくてもよい。

・②はネガティブ。減ることはあっても増えるこ
とはないことへのエクスキューズに見える。
・②の「年金財政を健全化している最中は」の部
分は不安要素。

・平均余命や父の年齢を加味して自分の寿命を考
えた。平均余命は78ぐらいかなと思う。父がその
年齢なので。

・読む側としては上がるとか下がるとか言われる
よりも「変動」と言われた方がよい。
・②の理由として③があるのだろうが、③だけ見
た場合にはよく理解できない。

・平均寿命についてはすんなり受け止められる。
特に書く必要はない。老齢年金が一生受け取れる
ということだけ書かれていればよい。世間一般の
平均寿命から、自分は80歳ぐらいまで生きるので
はないかと思っている。
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・昔は60歳から支給が始まったが今は65歳から。自分達がもらえ
るのは65歳からというイメージが強い。大手企業は少なくとも65
歳までは雇いなさいと国から言われるだろうし、何らかの形で働
いていられるだろうと思う。単純に60歳で退職する人ばかりでは
ないから、4ページの説明はあってしかるべきだと思う。
・自分は65歳までは最低限働きたい。そこから先はなんとかして
もらいたい。64歳の自分は半額の場合のアに当てはまるだろうと
思う。その期間に年金を受け取るか受け取らないかは選択できる
のではなかったか。
・図で表示した方がよい。人に説明をしようというには言葉が多
すぎる。まずは一目でわかるグラフを表示し、細かい説明は別添
にすべき。見せ方はグラフでよく、「細かい数字は別添の表をご
覧下さい」でよいと思う。
・グラフで見れば誰でも理解できるが文章にされるとわからな
い。

・こんなにいっぱい書いてあると見る気がしない。
・55歳になったらこういう資料を見なさいということなのだろう
が、まだそういう気にならない。
・説明を受ければ理解できるが、ぱっと見た時にわかりにくい。
表現のしかた、見せ方の問題だろう。
・65歳とか70歳とかいわれても釈然としない。支給額にもそれほ
ど差がないし。
・この書き方では4ページ目は読まない。

・67歳の自分はもう働いていないと思う。65歳でローンも終わる
ので。だから自分にあてはまるのは上の枠のア。

・65歳から支給を受けるか60歳から受けるかは選択できるはず。この資
料にはその説明がない。
・1ページ目に比べてわかりにくい。
・横軸に年齢をとってグラフで表示した方がよい。例は年収同額と半額
の２パターンでよいから、1ページ目と4ページ目の数字を１つのグラフ
で表示してくれた方がわかりやすい。
・60歳を過ぎても働いている場合は保険料を払わなければいけないこ
と、その間は支給年金額が少なくなること、そのかわり退職後は支給年
金額が増えますということ、その増減の幅がわかればそれでよい。詳し
く読めば4ページ目の文章でもわかるが、もっとわかりやすくグラフに
すべき。
・Ａさんの言うようにグラフが３つあれば伝わる内容。もっと国民にわ
かりやすくすべき。詳しい数字は別表にしておけば十分。
・結果の数字を導き出す過程についてもグラフで表した方がわかりやす
い。結論は出ているし数字に間違いはないと思うが、これでは見づらい
し誤解を招きやすい。
・ちゃんと読めば自分の場合がどれに当てはまってどうなるのか想定で
きる。

・年収が同額の場合、半額の場合の２パターンは必要。
・保険料と年金額が同列になるのがわかりづらい。同列にすべき情報で
はない。

・わかりづらい。スッキリしない。
・「本人負担分」とは何なのか？
・我々の年代の場合は支給は65歳から。60歳から65歳までは働き
たい。その間は働くのだから年金は出ないのだという認識をもっ
ており、65歳からもらえるのだと思っている。申請すれば60歳か
らもらうことはできるが減額される。
・こういうことについて会社でレクチャーを受けることはなく、
あちこちから話を聞いているだけ。そういう人間にこの通知を見
せられてもわかりづらい。

・1ページに加えて4ページもあった方が現実的。65歳まで働き、
年金をもらうかもらわないか。想定としては年収が半額になった
場合を想定しておいた方がよいだろうと思う。
・イメージしづらい。

・65歳まで働いた場合はあった方がよい。70歳まで働いた場合に
ついてもシミュレーションとしてはあった方がいいだろう。
・保険料と年金額が同列にあるのがわかりづらい。
・グラフでうまく見せ、あまりたくさんの例でなくなるべく１つ
か２つのパターンでわかるようにするといいだろう。

・働きながら年金をもらえるかどうかなど考えたことがなかっ
た。
・繰上げ支給を選択すると金額が減るのではないかと思ってい
る。
・これを見て覚悟を決める人もいると思う（Ｃ同意）。自分がい
つまで働くべきなのか覚悟を決めるための資料としては良いと思
う。
・保険会社の満期の受取額のパンフレットはグラフで表示されて
いる。あのようにした方が見やすいと思う。
・勉強したい人は文章を詳しく読むだろうが、通知としてはぱっ
と分かるグラフにした方がよい。

・2005年4月の時点ではまだ確定していないから見
込み額ということなのだろう。
・下の枠はあと5年は払わないと国庫負担が必要に
なるから今やめないで払い続けなさいということな
のかも。そこまで言うか、と思う。
・自分が積み立ててきた履歴がわかり、だからあな
たの算定式ではこうなりますという意味で上の枠は
わかる。でも下の枠は理解できない。
・今仕事をやめて保険料を払うのもやめた場合はど
うなるのかは確かに知りたい。でもあなたがやめた
せいで国庫で賄わなければいけないんだよとまで言
わなくてもいいのではないか。

・見せ方をもっとわかりやすくしてほしい。こんな
に文章量があったのでは読まない。
・少なくとも60歳で送られてくるのでは遅い。50歳
ではまだ早い。55歳ぐらいがちょうどいいかも。老
後を考えるカウントダウンが始まるのはやはり55歳
が節目。

・必ずしも全員がネットを使いこなせるわけではな
いから、手元に届く通知と自分から見に行けるネッ
トの両方が必要だと思う。紙としての通知は55歳の
節目に送ってもらい、そうでない時は自分で調べる
ことができますというインフォメーションが欲し
い。
・通知が欲しいのは55歳以前。40歳でもいいと思
う。できるだけ早く見たい（全員）。

・いつからいつまで加入していたということがわか
るのは良いこと。ただ、いくら払ったからいくらも
らえるという算式ではなかったと思う。この金額は
算式の基準になっていない。
・民間の年金では原資という表現をする。でもここ
に書かれているのは原資ではない。
・何しろ年金に関しては今はみんな懐疑的。
・「状況をご理解いただくため」というのはおかし
い。

・人生設計を考え直すための資料としてご覧くださ
いと主旨を書いておくべき。
・昔の人は年金だけで老後の生活ができたが今はそ
んなことはできない。公的年金をどのような位置づ
けとして捉えるべきか現状の実態を知らせてほしい
し、だから個人の責任でちゃんとやってくださいと
言うべき。ただ「あなたの受け取れる額はこれだけ
です」というだけの通知でなく、これからのことを
考えるきっかけとなる資料であってほしい。

・今退職した場合と60歳まで働いた場合の差がわか
る。たいして変わらないのだなと思う。
・会社の負担分というのは結局は賃金の一部。882
万しか払っていないがその倍額を払ったのと同じ金
額が受け取れますよと言いたいためにわざわざ会社
負担分を書いているのではないか。
・結局もっと働けと言いたいのだろうか。

・まず年金制度の骨格、概要をきちんと説明したわ
かりやすい資料をつけるべき。その制度に基づいて
あなたの分を計算するとこうなりますよ、人生設計
の参考にしてくださいという主旨でもっとわかりや
すい資料にすべき。このままでは理解できる人は半
分もいないのではないか。
・法改正や物価の見直しのたびに母のところには通
知が来ているが、書き方がわかりにくく不親切。
せっかくインフォメーションを出すなら国民にわか
りやすいような資料にすべき。

【最も重視した情報】
・１ページ（全員）。

・意図がわからない。 ・今までのお役所と同じでわかりにくい。

・会社負担が半分であることは周知のことなのに、
あえて表記する意図がわからない。
・過去1年間の記録がいきなり出てくるのはわかり
にくい。1年払うか払わないで金額が変わりますよ
と言いたいのだろうが。

・わざと読みにくくしているのではないかと思うほ
ど読みにくい。
・50歳の時点ではまだ先が読めないので55歳で送ら
れてくるとよい。
・現在の財政状況を正直に出してほしい。年金とい
う仕組みに対する財源について国民に情報を開示す
べき。将来的に年金制度がどうなるかわからないの
だから、財政に加えて国会の動きなども情報として
入れてほしい。
・紙の通知は毎年送られてこなくてもよい。イン
ターネットでシミュレーションできればそれでよ
い。セキュリティの部分は工夫してもらって。

・上の段は去年までの累計、下の段は今年の累計に
なっているのはなぜか。
・もらう額のことを考えると、会社が半分も負担し
てくれたのだなという気持ちになる。

・通知は55歳から毎年来てほしい。途中で会社の環
境も変わるかもしれないので、毎年見て考え直して
いきたい。



グループ・インタビュー発言録（2005.12.10)

参
加
者

・文章で書くよりもＢのように表にした方が一目でわ
かる。ただ、「報酬比例分」「経過的加算部分」など
表の中の個々の言葉の説明が欲しい。
・説明部分についてはＢの2,3ページ目とＤの合算が必
要だろう。
・Ｄは読む気がしない。まず文字数を減らすべき。お
役所仕事は文字が多い。Ｂのような表形式にした方が
算出もしやすいだろうし受け取る側も見やすい。
・Ｂの表にプラスしてシミュレーションのグラフをつ
けてほしい。
・シミュレーションは表にするとわかりにくいが、別
添資料として細かい表をつけて自分で調べてもらうよ
うにしたらどうか。

・Ｂはわかりやすいが、Ｂだけでは中身が少ない。Ａ
にある情報をグラフ化してＢに足すとよい。

・Ｂの１ページ目の表がわかりやすくて良い。文章よ
り表にした方がわかりやすい。

・ＢのＱ＆Ａ方式がわかりやすい。

・全体構成としてはＢが好き。Ｑ＆Ａ方式が入っている
のはわかりやすい。



資料１－６

























資料１－７













資料１－８





















資料１－９





















資料２－１

















資料２－２

































 
※今回の調査は学術的な研究のために行われているものであり、この資料は厚生労
働省や社会保険庁などの政府機関等が作成したものではありません。 

資料２－３



 
※今回の調査は学術的な研究のために行われているものであり、この資料は厚生労
働省や社会保険庁などの政府機関等が作成したものではありません。 

 
 



 
※今回の調査は学術的な研究のために行われているものであり、この資料は厚生労
働省や社会保険庁などの政府機関等が作成したものではありません。 

 

 

 

 

 

 



 
※今回の調査は学術的な研究のために行われているものであり、この資料は厚生労
働省や社会保険庁などの政府機関等が作成したものではありません。 

 

 

 

 

 

 



資料２－４

















資料２－５













資料２－６

















資料２－７













1

2006 1 30
kitamura@nli-research.co.jp

1. 100
2. 120 80

120 50 80 50
3. A B

4. A 1 50 0 A
60 40 60

50 40 50
5. B 1 10 0 10 B

20 20 80
1 20

6. A B

7. A B

8. A B

9. 6 1
2

10. 6

11.

資料３－１



2



3

1. 4 3000 0
6 3000

0 6000
2. 6 A B

3. 120 B 10
200 80

4. -110 B 10
120

5. 3000
0

6. A B
A B

7. 100 A B
120 50 20

0 80 50
20 3000

8. A B
0

9.
1

10. 3000
4000



A B

1. Trial 1 1 2 Trial 2

2. Trial 6 Trial6

3. Time Left
2 1 120

4. Cash 100
5. Security Name A A B B E

6. A 50 B 10
7. A B Position

4



A

1. Security Name A 1
2. A

5



A

1. A 1 50 0

2. Quantity Price

3. Buy

6



4. Position A
5. Cash 50 A 1 50

50

7



A A 1 50

A

1. A
2. Quantity Price
3. Sell

8



4. Position 0
5. Cash 50 100

9



B

1. Security Name B 1
2. B

10



B 5

3. B 1 10 0 10 10

4. Quantity 5 Price

5. Buy

11 



6. Position B 5
7. Cash 50 B 1 10 5

50

12



A A 1 50

B

1. B
2. Quantity Price
3. Sell

13



4. Position 5
5. Cash 50 80

14



1. Time Left
2. A B Payoff

15

A 60 B 20
120

3. Cash Cash A B
80 B 20

2*20 40 B
B 120 120

3000

2 Cash 100 Position
A B





1

2006年 2月 1日の実験の説明
連絡先：kitamura@nli-research.co.jp

この実験説明書は，実験終了後に回収します．

実験の内容

1. みなさんは，100ドルの収入を得ます．
2. １期間後，120ドルか 80ドルの支出があります．支出に備えてください．
支出が 120ドルとなる確率は 50％，80ドルになる確率も 50％です．

3. 支出に備えるために，「証券Ｘ」，「証券Ｙ」，「現金」に投資することができ
ます．

4. 「証券Ｘ」の値段は 1枚 10ドルです．0枚～10枚まで買えます．「証券Ｘ」
は，１期間後に，20ドルか，１ドルかになります．20ドルになる確率は 80％，
1ドルになる確率は 20％です．

5. 「証券Ｙ」の値段は 1枚 50ドルです．0枚～２枚まで買えます．「証券Ｙ」
は，１期間後に，60 ドルか，40 ドルかになります．60 ドルになる確率は
50％，40ドルになる確率は 50％です．

6. 「証券Ｘ」，「証券Ｙ」を買わないお金は，「現金」として残ります．現金に
は利息が付きません．

7. みなさんは，「証券Ｘ」，「証券Ｙ」を何枚買うか，「現金」をどれだけ残すか，
選択してください．

8. 「証券Ｘ」，「証券Ｙ」，「現金」は、コンピュータを利用して購入します。利
用方法は、後ほど説明します．

9. 本日の実験は，全全部で 6回行います．最初の 1回は，コンピュータの操作方
法の練習で，みなさんに同じことをしていただきます．2回目以降は本番で，
各自自由に各証券への投資額を決めてください．

10. ただし，本本日の謝礼は，４回目（ゲーム１）と 6回目（ゲーム２）の実験の
結果のみについて支払います．

11. 謝礼については，次頁以降で説明します．

資料３－２
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図表１：各証券のペイオフ

実験中は必ずこの図を開いて机の上においてください．

最終残高が，
21ドル以上であれば，実験謝礼は 4000円です．

0ドル以上，21ドル未満であれば，実験謝礼は 3000円です．
0ドル未満であれば，実験謝礼は 0円です．
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本日の謝礼

1. 実験謝礼は，各ゲーム（４回目の実験と 6回目の実験）で，証券Ｘの証券Ｙ，
のペイオフ（最終価格）が明らかになり，支出（Ｅ）を支払った後の、最後
に持っている現金の価値（＝最最終残高）で決まります．

2. 最終残高の最高額は 120ドルです（証券Ｘを 10枚買い，値上がって合計 200
ドルとなり，支出が 80ドルであった場合）．

3. 最低額は-110ドルです（証券Ｘを 10枚買い，値下がって合計 10ドルとな
り，支出が 120ドルであった場合）

4. 実験謝礼は，各ゲーム，最最終残高が，

21ドル以上であれば 4000円（21ドルを含む），
0ドル以上 21ドル未満であれば 3000円（ゼロドルを含む），

0ドル未満（マイナス）であれば 0円です．

5. ゲーム１（４回目の実験）とゲーム２（6回目の実験）の合計額を実験謝礼
として支払います．実験謝礼の最高額は 8000円です．最低額はゼロ円です．

6. 証券Ｘ，Ｙ，支出（Ｅ）の最終ペイオフは全員同じです．ただし，みなさん
が証券Ｘ，証券Ｙ，現金にどれだけ投資するか異なるので，最終残高は，各
自，異なります．

7. 当初 100ドルで，「証券Ｘ」，「証券Ｙ」を買わないと，全て現金(Cash)で保
有されます．支出が 120ドル（確率 50％）であった場合，最終残高は－20
ドルとなるため，実験謝礼は 0円です．支出が 80ドル（確率 50％）であっ
た場合，最終残高は 20ドルとなるため，実験謝礼は 3000円です．

8. 「証券Ｘ」，「証券Ｙ」，「現金」へ投資額を調整して，支出控除後の最終残高
を 0ドル以上にして，実験謝礼を受け取れるようにしてください．

9. 最終残高は実験毎に累積しません．操作練習を含めて４回目と６回目の実験
の結果に，実験謝礼を支払います（1回目から３回目までと５回目の実験に
は謝礼を支払いません）．

10. 実験謝礼の他に，参加謝礼（交通費等）3000円を支払います．もし，実験
に参加しないで，このまま，終了まで席にいた場合は，参加謝礼 4000円を
支払います．参加しない方は手を上げてください．
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ソフトウエアの初期画面

初期画面には以下のトレーディングソフトが表示されています．
これから，ソフトウエアの解説をします．初回は全員同じ取引をしていただ
きます．指示に従って，「証券Ｘ」，「証券Ｙ」を売買してください．
指示以外の操作はしないでください．

1. 「Trial 1」 は実験の 1回目を表します．2回目以降，Trial 2，などになり
ます．

2. ソフトウエアの操作練習を含めて，４回目（Trial４）と 6回目（Trial6）の
実験（取引）での結果のみで謝礼を支払います．

3. 取引終了までの時間が「「Time Left」 に表示されます．ゼロになったら取引
終了です．2回目以降は，1回の実験時間は 120秒です．

4. 「Cash」の部分に現金保有額が表示されます．初期値は 100ドルです．
5. Security Nameの列の Xが「証券Ｘ」，Yが「証券Ｙ」を表します．Eは期
末の支出を表します．

6. 証券Ｘの売買価格は 10ドル，証券Ｙの売買価格は 50ドルです．
7. 現在の「証券Ｘ」，「証券Ｙ」の保有枚数は，「Position」に表示されます．
初期値はゼロです．

上記の初期画面とは異なる方は手を上げてください．
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「証券Ｘ」を買うための準備

1. 「Security Name」の「ＸＸ」の部分を 1回クリックしてください．
2. 「ＸＸ」の文字が黒くなったのを確認してください．

別の画面がでてきたら，手を上げてください．
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これから，証券Ｘを 5枚買ってみます．

1. 証券Ｘは 1枚 10ドルで，0枚～10枚まで購入できます．11枚以上は購入で
きません．

2. 「Quantity」に５を入力してください．（Priceの欄は空白のままにしてお
いてください）

3. 「Buy」をクリック
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4. XXの「Position」（証券Ｘの保有量）が 5枚になったのを確認
5. 「Cash」（現金）が 50ドルになったのを確認（証券Ｘは 1枚 10ドルで 5
枚購入したので，残りの現金は 50ドルとなる）．
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証券Ｘを多く買いすぎたと思った場合，売却できます．証券Ｘは 1枚 10ドルで
売却できます．ただし，現在の保有量以上に売却することはできません．

証券Ｘを 3枚売却してみます．

1. 「Ｘ」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 「Quantity」に 3を入力．（Priceの欄は空白のままにしておいてください）
3. 「Sell」をクリック
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4.  Xの「Position」が 5枚から 2枚に減少したのを確認
5. 「Cash」が 50ドルから 80ドルに増加したのを確認
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「証券Ｙ」を買うための準備

1. 「Security Name」の「Ｙ」の部分を 1回クリックしてください．
2. 「Ｙ」の文字が黒くなったのを確認してください．
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これから，証券Ｙを 1枚買ってみます．

3. 証券Ｙは 1枚 50ドルで，0枚～2枚まで購入できます．3枚以上は購入でき
ません．

4. 「Quantity」に 1を入力してください．（Priceの欄は空白のままにしてお
いてください）

5. 「Buy」をクリック
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6.  Yの「Position」（証券Ｙの保有量）が１枚になったのを確認
7. 「Cash」（現金）が 30ドルになったのを確認（元々現金が 80ドル，証券Ｙ
を 1枚 50ドルで 1枚購入したので，残りの現金は 30ドルとなる）．
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証券Ｙを多く買いすぎたと思った場合，売却できます．証券Ｙは 1枚 50ドルで
売却できます．ただし，現在の保有量以上に売却することはできません．

証券Ｙを 1枚売却してみます．

1. 「Ｙ」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 「Quantity」に 1を入力．（Priceの欄は空白のままにしておいてください）
3. 「Sell」をクリック
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4.  Yの「Position」が１枚から 0枚に減少したのを確認
5. 「Cash」が 30ドルから 80ドルに増加したのを確認
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1. 「Time Left」（時間）がゼロになると取引終了です．
2. 支出と証券Ｘ，証券Ｙの最終価格は「「Payoff」（ペイオフ）を見るとわかり
ます．証券Ｘは 20ドル（値上がり）になりました．証券Ｙは 60ドル（値
上がり）になりました．支出は 120ドルでした．この証券価格や支出はラン
ダムです．

3. 取引終了後の「Cash」が最終残高です．「Cash」には，証券Ｘと証券Ｙを
購入しないで残った現金（80ドル）に加えて，証券Ｘが１枚あたり 20ドル
に値上がりし，２枚購入していたので，2*20＝40ドルが，証券Ｘの価値と
して加わります．現金と証券Ｘの合計が 120ドルになりますが，支出が 120
ドルであったため，「Cash」の最終残高が 0ドルとなりました．最終残高ゼ
ロドル（ゼロドルを含む）の場合，3000円の実験謝礼を受け取ることがで
きます．

取引戦略を考えてください．３分後に 2回目の実験を始めます．Cashは 100
ドルに戻ります．Positionはゼロ枚に戻ります．「証券Ｘ」，「証券Ｙ」，「現金」
の投資額を決めてください．
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2006年 1月 27日の実験の説明
連絡先：kitamura@nli-research.co.jp

この実験説明書は，実験終了後に回収します．

実験の内容

1. みなさんは，100ドルの現金を得ます．
2. これで「くじ X」を買ってください．
3. 「くじ X」の値段は 1枚 1ドルです．0枚～100枚まで買えます．
4. 「くじ X」に当選すれば（当たれば）３３倍（3ドル）になります．落選すれ
ば（はずれれば）ゼゼロドルです（図表１参照）．

5. くじ Xの当選（あたる）確率は 75％．落選（はずれる）確率は 25％です．
6. 「くじ X」の当選・落選は，みなさん同じように決まります．つまり，当選
する場合は，この実験室の方が全員当選します．逆に，落選の場合には，全
員落選です．

7. 「くじ X」を買わない場合は，「現金」として残ります．現金には利息が付
きません．

8. みなさんは，「くじ X」を何枚買うか，「現金」をどれだけ残すか，選択して
ください．

9. 「くじ X」と「現金」は、コンピュータを利用して購入します。利用方法は、
後ほど説明します。

10. 本日の実験は，全全部で 6回行います．最初の 1回は，コンピュータの操作方
法の練習で，みなさんに同じことをしていただきます．2回目以降は本番で，
各自自由に「くじ X」の購入枚数を決めてください．

11. ただし，本本日の謝礼は，6回目の実験の結果のみについて支払います．
12. 謝礼については，次頁以降で説明します．

図表１：くじ Xと現金のペイオフ
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本日の謝礼

1. 謝礼は，参加謝礼（交通費等）4000円と，実実験謝礼（5000円か 0円）です．
2. 実験謝礼は，6回目の実験での「くじ X」の当選・落選の確定後、最後に持
っている現金の価値（＝最最終残高）で決まります．

3. 最終残高の最高額は 300ドルです（くじ Xを 100枚買い，当選した場合）．
4. 最低額は０ドルです（くじ Xを 100枚買い，はずれた場合）
5. 実験謝礼は，6回目の実験後の最終残高に基づいた「別のくじ」をひいて決
めます．この「別のくじ」に当たった場合は 5000円．はずれは 0円です

6. 最終残高に基づき，各自，以下の図表２から「「5000円があたる確率」を計
算します．最終残高が多いほど，5000円があたる確率が高まります．ただ
し，「くじ X」の購入枚数が，各自異なりますので， 5000円があたる確率
は，それぞれ，異なります．

図表２：最終残高と 5000円が当たる確率

7. 6回目の実験後，くじを引き，当選金を決めます．最終残高が多いほど，5000
円は当たりやすくなります．ただし，最終残高が増えるほどは，5000円が
当たる確率は増えません．

8. 当初 100ドルで，「くじ X」を買わないと，全て現金で保有されますので，
最終残高も 100ドルです．その場合，5000円があたる確率は 60％です．

9. 「くじ X」を 100枚買い，当選すれば，最終残高は 300ドルになり，5000
円があたる確率は 100％です．逆に 100枚「くじ X」を買い，落選してしま
うと，最終残高は 0ドルで，5000円が当たる確率は 0％です．

10. 「くじ X」の枚数を調整して，5000円が当たる確率を高めてください．
11. 最終残高は実験毎に累積しません．操作練習を含めて 6回目の実験の結果に，
実験謝礼を支払います（1回目から５回目までは謝礼を支払いません）．
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ソフトウエアの初期画面

初期画面は以下のようになっています．トレーディングソフトが上，エクセ
ルシートが下です．必必ず，エクセルが見えるようにしてください．
これから，ソフトウエアの解説をします．初回は全員同じ取引をしていただ
きます．指示に従って，「くじ X」を購入してください．
指示以外の操作はしないでください．

1. 「Trial 1」 は実験の 1回目を表します．2回目以降，Trial 2，などになり
ます．

2. ソフトウエアの操作練習を含めて，6回目（Trial６）の実験（取引）での結
果のみで謝礼を支払います．

3. 「Cash」の部分に現金保有額が表示されます．初期値は 100ドルです．
4. 現在の Xの保有枚数は，「Position」に表示されます．初期値はゼロです．
5. 取引終了までの時間が「「Time Left」 に表示されます．ゼロになったら取引
終了です．2回目以降は，1回の実験時間は 120秒です．

上記の初期画面とは異なる方は手を上げてください．
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「くじ X」を買うための準備

1. 「Security Name」の「X」の部分を 1回クリックしてください．
2. 「X」の文字が黒くなったのを確認してください．

別の画面がでてきたら，手を上げてください．
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これから，くじ Xを７０枚買ってみます．

1. くじ Xは 1枚 1ドルで，1枚～100枚まで購入できます．100枚以上は購入
できません．

2. 「Quantity」に 70を入力してください．（Priceの欄は空白のままにしてお
いてください）

3. 「Buy」をクリック
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4. 「Position」（くじ Xの保有量）が 70枚になったのを確認
5. 「Cash」（現金）が 30ドルになったのを確認（くじ Xは 1枚 1ドルで 70
枚購入したので，現金は 30ドルとなる）．

6. くじ X購入後，エクセル画面の情報が，変更されたのを確認してください．
7. 変更されない方は手を上げてください．
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くじ Xを多く買いすぎたと思った場合，売却できます．くじ Xは 1枚１ドルで
売却できます．ただし，現在の保有量以上に売却することはできません．

くじ Xを 20枚売却してみます．

1. 「X」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 「Quantity」に 20を入力．（Priceの欄は空白のままにしておいてください）
3. 「Sell」をクリック
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4. 「Position」が 70枚から 50枚に減少したのを確認
5. 「Cash」が 30ドルから 50ドルに増加したのを確認

6. くじ Xを売却したら，エエクセル画面の情報が，くじ Xの保有枚数が変わっ
たため，変更されたのを確認してください．

7. エクセル画面が変更されない方は手を上げてください．
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1. 「Time Left」（時間）がゼロになると取引終了です．
2. くじ Xの当当選・落選は「Payoff」（ペイオフ）を見るとわかります．今回は
当選です．くじ Xは，一枚あたり 3ドルになりました．落選した場合は，
ゼロと表示されます．くじはランダムです．

3. 取引終了後の「Cash」が最終残高です．「Cash」には，くじ Xを購入せず
に残った現金（50ドル）に加えて，くじ Xの当選金（150ドル）の合計が
表示されています．

4. 「Grade」には，最終残高に基づいた，「5000円が当たる確率」が表示され
ています．今回の取引では，5000円が当たる確率は 87.4％です．

5. 最終残高は累積しません．実験謝礼は，今回の実験（取引）を含めて，6回
目の実験（取引）結果のみで支払います．

6. 「Cum Grade」は無視してください．

7. エクセルシートは取引中のみ利用します．取引終了後は無視してください
（異なった数値が表示されています）．

2回目の実験を始めます．Cashは 100ドルに戻ります．Positionはゼロ枚に戻
ります．「くじ X」の購入枚数を決めてください．
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2006年 3月 9日の実験の説明
連絡先：kitamura@nli-research.co.jp

この実験説明書は，実験終了後に回収します．

実験の目的

1. みなさんは，「商品Ｘ」の と にわかれて，売買取引に参加します．
2. 座席番号が， で， です．
3. 売り手の人は，できるだけ高い価格(Price)で，商品 Xを売ってください．買い手
の方はできるだけ安い価格(Price)で，商品 Xを仕入れてください．

4. 実験は繰り返し行います．売買取引によって，できるだけ多くの利益をあげてく
ださい．

実験の内容

1. は，毎回の実験の初めに，商品 Xを 与えられます．また，
コンピューターの画面を通じて，自分が持っている商品の が知ら
されます．コストは人によって異なり，毎回変わります．

2. は，毎回の取引時間中に商品 Xを 1個売ります．実際に

3. は，買い手が提示する価格(Price)で商品 X ことができます．
その場合には取引は成立し，売却価格とコストとの差額が なります．

4. は，買い手に することができます．ただ
し，買い手がその価格で買ってくれないと取引は成立せず，利益を得ることはで
きません．

5. 商品はコンピューターを利用して売ります．利用方法は，後ほど説明します．
6. 例えば，ある回の実験で，商品のコストが 1000ドルの売り手が，商品を 3000
ドルで売ることができたなら，2000ドル（＝3000ドル－1000ドル）が利益です．
商品 Xを，そのコストより， ことで，利益を大きくす
ることができます．

7. ただし， ．損失が
出ると，本日の報酬が減りますので，注意してください．

8. ．商品を売らずに残しても構いま
せん．その場合，利益はゼロドルです．なお，残した商品を次の実験に繰り越す
ことはできません．

9. １回の実験で， ．
10. １回の実験が終了するごとに，その回にあげた利益と，それまでの利益の合計が
コンピューターに表示されます．

11. すべての実験の終了後に，利益の合計額にもとづいて謝礼が支払われます．謝礼
の計算方法については，後ほど説明します．

資料３－４
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実験の内容

1. は，毎回の実験の初めに，10,000ドルの現金（Cash）が与えら
れます，また，コンピューターの画面を通じて，あなたの顧客からの

知らされます．オーダーは人によって異なり，毎回変わります．
2. は，毎回の取引時間中に商品 Xを ます．

．
3. は，売り手が提示する価格(PPrice)で，商品 Xを (Buy)することができ
ます．その場合には取引は成立し， が

となります．
4.

ただし，売り手がその価格で売ってくれないと取引は成立せず，商
品を仕入れることはできません．利益も得られません．

5. 商品はコンピューターを利用して買います．利用方法は，後ほど説明します．
6. 例えば，ある回の実験で，顧客からのオーダーが 3,000ドルの買い手が，商品を

2,000ドルで仕入れることができたなら，1,000ドルの利益(=3,000ドル－2,000
ドル)があがります．商品を，オーダーより， ことで，
利益を大きくすることができます．

7. ただし， ．
損失が出ると，本日の謝礼が減りますので，注意してください．

8. ．商品を買わずに現金を残しても
構いません．ただし，顧客の注文に応じられませんでしたので，利益はゼロドル
です．残した現金に価値はありません．また，残した現金を次の実験に繰り越す
ことはできません．

9. １回の実験で， ．買い手の利益の計算では，
2個合計の買い値を１つにまとめて，オーダーから差し引きます。

10. １回の実験が終了するごとに，その回にあげた利益と，それまでの利益の合計が
コンピューターに表示されます．

11. すべての実験の終了後に，利益の合計もとづいて謝礼が支払われます．謝礼の計
算方法については，後ほど説明します．

本日の謝礼（ と に共通）

1. 謝礼は，参加謝礼（交通費含む）4,000円と，実験謝礼の合計です．
2. 実験謝礼は，みなさんが本日の実験であげた

とします．例えば，実験終了後の利益の合
計が 10,000ドルの場合，実験謝礼は 2,500円となります．実験謝礼の最高額は
6,000円です．また，損失が出ると実験謝礼がマイナスになることがあります．

3. 本日の実験のうち，最初の２回は操作の練習で，実験謝礼には関係ありません．
実験謝礼は，３回目（Trial3）以降の実験での利益の合計に応じて支払います．
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ソフトウエアの初期画面

1. 矢印キーをたたいてください．しばらくすると，画面が表示されます．
2. 初期画面は以下のようになっています．取引ソフトが上，エクセルが下です．
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これから，実験の 1回目を始めます．1回目と 2回目は練習で，全員同じ取引を
していただきます．指示に従って，「商品 X」を売買してください．
指示以外の操作はしないでください．

取引ソフト画面の説明

1. 「Trial 1」 は実験の 1回目を表します．2回目以降，Trial 2，などになります．
2. ２回目（Trial2）までがソフトウエアの操作練習です．３回目（Trial3）以降の
実験での利益の合計に応じて，謝礼を支払います．

3. 「Cash」の部分に現金の保有額が表示されます．
初期値は売り手が０ドル，買い手が 10,000ドルです．

4. 現在，持っている商品Ｘの数は，「Position」に表示されます．
初期値は売り手が１個，買い手がゼロ個です．

5. 取引終了までの時間が「「Time Left」 に表示されます．ゼロになったら取引終了
です．2回目以降は，1回の実験時間は 120秒です．
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エクセル画面の説明 （１）

１． あなたが かどうかが表示されます．
２． あなたが持っている商品の今回の実験での
３． 売り手は，

エクセル画面の説明 （２）

１． あなたが かどうかが表示されます．
２． あなたが持っている商品への、顧客の注文であるオーダー
３． 買い手は，顧客からの
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「商品 X」を売買する方法 （１） が出せる注文

４． は ができます
５． １つは，買い手が希望する価格(BBid)ですぐに売る(SSell)という注文です。
６． もう 1つは，自分から売ってもよいという価格(AAsk)を示す注文です．

取引は，買い手が希望する価格（Bid）がマーケットにある時に，(1)売った(Sell)場合
か，(2)Bidより低い Ask（自分の売ってもよい価格）を提示した時に，成立します．

「商品 X」を売買する方法 （２） が出せる注文

１． も ができます
２． 売り手が希望する価格(Ask）ですぐに買う(BBuy)という注文です。
３． もう１つは，自分が買ってもよいという価格(BBid)を示す注文です．

取引は，売り手が希望する価格（Ask）がマーケットにある時に，(1)買った(Buy)場
合か，(2)Askより高い Bid（自分が買ってもよい価格）を提示した時に，成立します．

ただし，１回の実験で， ．２個以上買わないため
の操作方法については，後ほど説明します．
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まず， の操作方法を練習します． の方だけ操作して下さい

は，買い手に 2000ドルの売却希望価格を提示（Ask）します

1. 「Security Name」の「X」の部分を 1回クリックしてください．
2. 「X」の文字が黒くなったのを確認してください．
3. 「Quantity」（「個数」の意味）の欄に１を入力してください．
 は商品Ｘを１個だけ売ることができます．２個以上は売れません．

4. 「Price」（「価格」の意味）の欄に 2000と入力して下さい
5. 「Ask」（「売りたい」の意味）をクリックしてください．

Askと書いてあるボックスの下の欄に「2000.00/1」という表示がされます．
6. これは，2000ドルで１個売ってもよいという売り手の注文が市場に出ていること
を表します．

7. 数字の右上の * は，「自分が出した Askが市場にでている」印です．市場に出て
いる注文は，*のついた 1人だけです．

8. の注文は、①値段が低いもの，②値段が同じなら早く注文されたもの、が
優先されます。

9. * 印がない時には、あなたの注文は市場に出ていません．ここの Ask(2000ドル)
よりも，低い価格でないとあなたの注文は市場にでません．

10. あるいは，この価格（2000ドル）で取引が成立した後，誰に Askも入っていな
い時には，あなたの Askを自由に入れることができます．
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次に， の操作方法を練習します． の方だけ操作して下さい

は，売り手に 1000ドルの購入希望価格を提示（Bid）します

1. 「Security Name」の「X」の部分を 1回クリックしてください．
2. 「X」の文字が黒くなったのを確認してください．
3. 「Quantity」（「個数」の意味）の欄に１を入力してください．
買い手は商品Ｘを１個だけ買うことができます．２個以上は買えません．

4. 「Price」（「価格」の意味）の欄に 1,000と入力して下さい
5. 「Bid」（「買いたい」の意味）をクリックしてください
6. BBidと書いてあるボックスの下の欄に「1000.00/1」という表示がされます
7. これは，1,000ドルで１個買ってもよいという買い手の注文が市場に出ているこ
とを表します．

11. 数字の右上の * は，「自分が出した Bidが市場にでている」印です．市場に出て
いる注文は，*のついた 1人だけです．

12. の注文は、①値段が高いもの、②値段が同じなら早く注文されたもの、が
優先されます。

13. * 印がない時には、あなたの注文は市場に出ていません．この Bid（1000ドル）
よりも高い価格でないと，あなたの注文は市場にでません．

14. あるいは，この価格（1000ドル）で取引が成立した後，誰の Bidも入っていな
い時には，あなたの Bidを自由に入れることができます．
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以上で と が入りました．

現在， なのに対して， です．
価格に開きがあるので，このままでは取引が成立しません．

取引が成立しないと， も も利益を上げることはできません．

そこで， がおれて，売りたい価格(Ask)を下げてみます．

（以下の操作は の方，支持に従って実行して下さい）

1. 「X」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 「Quantity」に１を入力してください．
3. 「Price」に自分で考えた値段を入力してください(下の例では 1500ドルです)．
4. 「Ask」をクリックしてください．

Askと書いてあるボックスの下の欄に「1500.00/1」という表示がされます．
5. これは， が市場に出て
いることを表します．* 印は，「自分が出した Askは市場にでている」ことを表
します．* 印がない時には、あなたの Askは市場に出ていません．
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これでもまだ価格に開きがあるので，このままでは取引が成立しません．

そこで， がおれて，売り手が出している値段（Ask）で商品 Xを買う(Buy)こ
とにします．

（以下の操作は買い手の方だけ実行して下さい）

1. 「X」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 「Quantity」に１を入力してください．
3. AAskと書いてあるボックスの下の欄の値段を確認して、自分のオーダーの値段を
超えていないか確認して下さい．

4. 「Buy」をクリックしてください．

5. これで，売り手が出していた 1,500ドルで取引が成立しました．
6. 「Last」の欄の 1500は，直近の取引が 1500ドルで成立したことを示していま
す．他の人が取引を成立させた時も，その価格が表示されます．

7. いまの取引で，実際に買えたのは一人だけです．

8. 商品Ｘを買えた場合は「Position」が０から１に増えます．１回の実験で
してください．その

後は， ．
9. 現金を表す「Cash」が 10,000ドルから 8,500ドルに減少したのを確認してくだ
さい．（商品を買うためにこの例では 1,500ドル使いました）
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いまの取引について， の画面で売れたことを確認します
（以下の操作は の方だけ実行して下さい）

いまの取引で，実際に売れたのは一人だけです．
は自分が出していた 1,500 （Askと表示されていたボックスの

下に表示されていた価格）で買う人が現れたので，商品Ｘが売れました．

1. 商品Ｘが売れた場合には，個数を表す「Position」が１から０に増加したのを確
認してください．

2. 現金を表す「Cash」が 0から 1,500ドルに増加したのを確認してください．
3. 売り手の画面でも，「Last」の欄の 1,500は，直近の取引が 1,500ドルで成立し
たことを示しています．

以下，指示に従って，取引を続けてください．
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取引の終了

1. 「Time Left」（時間）がゼロになると取引終了です．
2. 取引終了後に表示される「Grade」や「Cum Grade」，「Payoff」は無無視して下さ
い．

3. また，買い手の「Cash」と売り手の「Position」も無無視して下さい．
（買い手の残った現金と，売り手の残った商品には，価値がありません）
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利益の確認

1. 取引終了後，合図があったら，エクセル画面の「情報更新」を押してください．
2. エクセルの画面には，今回の取引による利益の額とこれまでの利益の累計額が表
示されます．

3. 皆さんの目的は，利益の合計額をできるだけ大きくすることです．
4. 取引をしなかった場合には，今回の取引による利益の額はゼロになります．
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それでは，2回目の実験（練習）を始めます．

1. この回も練習で，実験謝礼には関係ありません．
2. は，商品 Xの量を示す「Position」が１，現金を示す「Cash」がゼロに戻
ります．

は，商品 Xの量を示す「Position」がゼロ，現金を示す「Cash」が 10,000
ドルに戻ります．

3. エクセル画面にある「 をクリックして下
さい．第２回の やオーダーが表示されます．第２回の やオーダーは
1回目とは異なることを確認してください．
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それでは，2回目の取引を始めます．次のように操作してください．

1. は 2000 と考えたとします．
2. 「Security Name」の「X」の部分を 1回クリックしてください
3. 「Quantity」の欄に１を入力してください．
4. 「Price」の欄に 2000と入力して下さい．
5. 「Ask」をクリックしてください．
6. ＊がつかない人は，あなたの Askは市場にでていません．売り手のうち，＊がつ
くのは一人だけです．

7. AAskと書いてあるボックスの下の欄に「2000.00/1」という表示がでます

1. は 1000 と考えたとします．
2. 「Security Name」の「X」の部分を 1回クリックしてください
3. 「Quantity」の欄に１を入力してください
4. 「Price」の欄に 1000と入力して下さい．
5. 「Bid」をクリックしてください．
8. ＊がつかない人は，あなたの Bidは市場にでていません．買い手のうち，＊がつ
くのは一人だけです．

6. BBidと書いてあるボックスの下の欄に「1000.00/1」という表示がでます

以下，指示に従って取引を続けてください
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で売るという注文を出し、 で買うという注文
を出しているので，このままでは取引は成立しません．

このままでは取引が成立せず， も も利益を上げられません．

そこで， がおれて，自分が買いたい価格（Bid）を上げます．
（以下の操作は の方だけ実行して下さい）

1. 「X」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 注文が有効な人(Bid欄に*印がついている人)は，「Clear Bids」をクリックして，
自分が出していた買い注文を取り消します(この操作は 1人だけが行います)．

3. 「Quantity」に１を入力してください．
4. 「Price」に自分で考えた値段を入力してください(下の例では 1500ドルです)．
5. 「Bid」をクリックしてください．

Bidと書いてあるボックスの下の欄に「1500.00/1」という表示がされます．
6. これは，1500ドルで１個買いたいという買い手の注文（Bid）が市場に出ている
ことを表します．* 印は，「自分が出した注文の価格が有効になっている」こと
を表します．* 印がない時には、あなたの注文は無効です．
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これでもまだ価格に開きがあるので，このままでは取引が成立しません．
取引が成立しないと， も も利益を上げることはできません．

そこで， がおれて，買い手が出している値段（Bid）で，商品 Xを売る（Sell）
とします． （以下の操作は の方だけ実行して下さい）

1. 「X」の部分が黒字であるか確認してください．
2. 注文が有効な人(Ask欄に*印がついている人)は，「Clear Asks」をクリックして，
自分が出していた買い注文を取り消します(この操作は 1人だけが行います)．

3. 「Quantity」に１を入力してください．
4. 「Price」の欄は空白にしてください．
5. BBidと書いてあるボックスの下の欄の値段を確認して、自分のコストを超えてい
ないか確認して下さい．

6. 「Sell」をクリックしてください．
7. これで，買い手が出していた 1500ドルで取引が成立しました．
8. 「Last」の欄の 1500は，直近の取引が 1500ドルで成立したことを示していま
す．他の人が取引を成立させた時も，その価格が表示されます．

9. 商品Ｘを買えた場合は「Position」が０から１に増えます．１回の実験で
してください．その

後は， ．
10. 現金を表す「Cash」が 0ドルから 1500ドルに増加したのを確認してください．
（商品が売れたので 1500ドルの売り上げを得ました）
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いまの取引について， の画面で売れたことを確認します

買い手は自分が出していた 1500ドルの買い注文（Bidと表示されていたボックスの
下に表示されていた）に応じて売る人が現れたので，商品Ｘを買うことができました．

1. 商品Ｘの個数を表す「Position」が 0から 1に増加したのを確認してください．
2. 現金を表す「Cash」が 10,000ドルから 8,500ドルに減少したのを確認してくだ
さい．

3. 「Cash」が残っていますが，
4. 買い手の画面でも，「Last」の欄の 1500は，直近の取引が 1500ドルで成立した
ことを示しています．
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取引の終了

1. 「Time Left」（時間）がゼロになると取引終了です．
2. 取引終了後に表示される「Grade」や「Cum Grade」，「Payoff」は無無視して下さ
い．

3. また，買い手の「Cash」と売り手の「Position」も無無視して下さい．
（買い手の残った現金と，売り手の残った商品には，価値がありません）

利益の確認

1. 合図がありましたら「情報更新」を押してください．
2. エクセルの画面には，今回の取引による利益の額とこれまでの利益の合計額が表
示されます．

3. 取引をしなかった場合には，今回の取引による利益の額はゼロになります．
4. 皆さんの目的は，利益の合計をできるだけ大きくすることです．

それでは，3回目の実験を始めます．

1. この回から，実験謝礼に反映されます．実験謝礼は，３回目（Trial3）以降の実
験での利益の合計に応じて，支払います．

2. は，商品 Xの量を示す「Position」が１，現金を示す「Cash」がゼロに戻
ります．

は，商品 Xの量を示す「Position」がゼロ，現金を示す「Cash」が 10,000
ドルに戻ります．

1. 皆さんの目的は，利益をできるだけ大きくすることです．
2.

．

損失が出ると，報酬が減
りますので，注意してください．損損失を出してまで取引する必要はありません．
特に は，１回の実験で

してください．その
後は， ．





 
 
 
 
 
 

資料３－５



問1： 本番の６回目(謝礼に関係がある回)で、くじＸを何枚買いましたか？

問2： どうして、その枚数を買うことにしたのですか？

問3： くじＸを買う枚数を検討する時に、画面上のエクセルの表示を活用しま
したか？

 
 



問4： あなたは普段、降水確率が何％以上の時に、傘をもって出かけますか。
下の欄に数字を記入して下さい。

問5： あなたは、少々危険でもスリルのあるスポーツをすることが好きですか。

 
 
 
 

問6： 次の２つのゲームをするなら、あなたはどちらのゲームを選びますか。

 
 

問7： インターネット・オークションを

 
 
 

問8： あなたは、「自分は人生の先行きを楽観的にみる性格だ」と思いますか。

 
 
 
 



問9： あなたのご職業は何ですか。次の中から１つ選んでください。

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問10： あなた自身の金融資産のうち、株式の割合は何％くらいですか

 
 

問11： ファイナンスの講義や証券アナリスト試験などにでてくる「有効（効率
的）フロンティア」について、

 
 
 
 



問12： オプション取引で使われる「ブラックショールズモデル」について，

 
 
 
 

問13： 次の２つのゲームをするなら、あなたはどちらのゲームを選びますか。

 
 

問14： インターネット（オンライン・トレード）で、株式、為替、先物取引等
の売買（いづれか一つでも）を

 
 
 

問15： あなたは、「成功の見込みが少なくとも、見返りが大きければ、失敗の
リスクを犯してもやってみるべきだ」と思いますか。

 
 
 
 



問16： 
Ａ：成果を得るためには危険を冒すべきだという意味の 

 「虎穴
こ け つ

に入
い

らずんば虎児
こ じ

を得ず」 
Ｂ：できるだけ危険は避けるべきだという意味の 

 「君子
く ん し

は危
あや

うきに近寄
ち か よ

らず」

 
 
 
 

問17： あなたは現在、結婚していらっしゃいますか。

 
 

問18： あなたは、親と同居していますか。

 
 
 
 

問19： これまでに老後の備えについて考えたことはありますか。

 
 
 
 



問20： 老後の備えについて、下記のうちどれが最もあなたにあてはまりますか。

 

 

 

 

問21： あなたご自身の昨年 1 年間の収入は、税や社会保険料込みでおよそいく
らぐらいですか。次のうち１つに○をつけて、お答えください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問22： あなたの性別をお答え下さい。

 
 

問23： あなたの年齢をお答え下さい。



問24： あなたはどういう方法（ルート）で今回の実験をお知りになりましたか。
次の中からお選びください。複数に該当する方は、該当するすべての項
目を選んでください。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問25： 本日の実験参加への負担と、謝礼（参加謝礼 4000 円＋実験謝礼 0 円また
は 5000 円）とを比較して、

 
 
 
 



 

本日の調査は以上で終了です。 

 どうもありがとうございました。 

そのまま、席でお待ち下さい。 





 
 
 
 
 
 

資料３－６



問1： 本番の４回目(謝礼に関係がある回の１回目)で、下記の証券を何枚ずつ買
いましたか？

問2： それぞれ、どうして、その量だけ買うことにしたのですか？



問3： 本番の６回目(謝礼に関係がある回の２回目)で、下記の証券を何枚ずつ買
いましたか？

問4： それぞれ、どうして、その量だけ買うことにしたのですか？



問5： 本日の実験参加への負担と謝礼とを比較して、

 
 
 
 

問6： あなたの普段の買い物についてお伺いします。あなたは買い物をする時、
以下のような気持ちになったり、以下のような行動をとることがありま
すか。次の a～h のそれぞれについて、普段、買い物をする時の行動や、
考えにあてはまる程度のところに○をひとつだけつけてください。
(a～h まで、こたえはそれぞれひとつ)



 

本日の調査は以上で終了です。 

 どうもありがとうございました。 

そのまま、席でお待ち下さい。 






